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HONJO CITY PUBLIC RELATIONS

表紙写真：７月19日、中央公民館で開催された
「子育てフェスティバル」。写真は、力を合わせ
て「缶積み」に挑戦している様子です。あと一
歩というところで崩れてしまって残念！そのほ
かにも、昔遊びやバザーなどを楽しみました。

どこまで積めるかな !?

● 今月の主な内容
● 行政改革大綱の実施状況を報告します
● 定住自立圏形成協定を締結しました　
● 本庄市マスコットキャラクターの愛称
　 大募集
●『成人の祝い』の実行委員を募集しま
　 す　

まちのデータ（2010.7.1 現在）
人　口　　81,795（−　92）
　男　　　40,632（−　52）
　女　　　41,163（−　40）
世帯数　　32,710（−　35）

　（　）内は前月との比較



2

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
の
推
進

　

市
民
と
行
政
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特

性
を
生
か
し
た
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

○
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
拡
充

　

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
犯
罪

の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
自

主
的
な
活
動
を
行
う
組
織
で
、
防

犯
活
動
の
促
進
を
図
り
、
安
全
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
し
て
い

ま
す
。
加
入
団
体
は
、
前
年
比
14

団
体
増
加
、
ま
た
、
平
成
21
年
１

月
～
12
月
に
お
け
る
市
内
で
の
刑

法
犯
認
知
件
数
は
、
前
年
比
３
１

１
件
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

○
広
報
手
段
と
内
容
の
充
実

　

毎
月
１
日
発
行
の
「
広
報
ほ
ん

じ
ょ
う
」
に
、
市
内
で
活
動
す
る

団
体
等
の
コ
ー
ナ
ー
「
で
ん
ご
ん

広
場
」
や
有
料
広
告
の
掲
載
枠
を

新
た
に
設
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
「
市

政
Ｑ
＆
Ａ
」
や
祭
り
な
ど
を
紹
介

す
る
コ
ー
ナ
ー
を
新
た
に
作
成
し

ま
し
た
。
平
成
21
年
度
の
ア
ク
セ

ス
数
は
３
２
０
、
４
９
１
件
で
し

た
。

○
財
政
状
況
の
公
表

　

平
成
20
年
度
決
算
分
に
つ
い
て
、

従
来
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
※1
）

及
び
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
（
※2
）

に
純
資
産
変
動
計
算
書
、
資
金
収

支
計
算
書
を
追
加
し
た
財
務
諸
表

を
作
成
し
、
公
表
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
普
通
会
計
に
水
道
事
業

や
特
別
会
計
（
一
部
を
除
く
）
を

加
え
た
本
庄
市
全
体
財
務
諸
表
や
、

一
部
事
務
組
合
等
も
含
め
た
連
結

財
務
諸
表
も
作
成
し
、
公
表
し
ま

し
た
。

○
電
子
入
札
の
導
入

　

２
月
に
電
子
入
札
を
本
格
導
入

し
、
３
月
末
現
在
で
、
１
０
８
事

業
者
が
利
用
者
登
録
を
行
い
ま
し

た
。
電
子
入
札
の
導
入
で
、
よ
り

公
正
で
透
明
性
の
高
い
入
札
や
契

約
業
務
が
期
待
で
き
、
契
約
事
務

の
効
率
化
が
図
ら
れ
ま
す
。
導
入

が
年
度
末
で
あ
っ
た
た
め
、
平
成

21
年
度
の
実
施
は
１
件
で
し
た
が
、

平
成
22
年
度
か
ら
は
、
工
事
関
係

等
の
入
札
を
原
則
全
て
電
子
入
札

で
実
施
す
る
予
定
で
す
。

効
率
的
・
効
果
的
な
行
政
経

営
の
推
進

　

行
政
と
民
間
の
役
割
分
担
の
あ

り
方
、
受
益
と
負
担
の
適
正
・
公

平
の
確
保
、
費
用
対
効
果
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
見
直
し
を

行
い
ま
す
。

○
指
定
管
理
者
制
度
の
検
証

　

平
成
21
年
度
末
で
指
定
期
間
が

満
了
と
な
る
都
市
公
園
に
つ
い
て
、

そ
の
地
域
を
変
更
し
て
平
成
22
年

４
月
以
降
の
指
定
管
理
者
を
募
集

し
、
選
定
し
ま
し
た
。

【
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
よ
る

歳
出
削
減
効
果
額
】

・
平
成
19
年
度▲

５
、
２
３
５
万
円

・
平
成
20
年
度▲

５
、
３
１
２
万
円

・
平
成
21
年
度▲

５
、
４
２
０
万
円

○
地
方
税
の
電
子
申
告
シ
ス
テ

　

ム（
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
（
※3
））
の

　

導
入

　

平
成
21
年
10
月
か
ら
開
始
さ
れ

た
個
人
住
民
税
の
公
的
年
金
か
ら

の
特
別
徴
収
制
度
に
関
し
て
、
年

金
保
険
者
と
の
デ
ー
タ
授
受
等
に

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
を
利
用
し
ま
し
た
。

　市では、平成19年３月に策定した「本庄
市行政改革大綱及び実施計画」に基づき、
平成23年度までの５年間を計画期間とし
て、各種の改革を行っています。効率的・
効果的な行政の実現に向けた平成21年度の
取り組みについてお知らせします。

児童を見守る防犯ボランティア 新築工事でコスト縮減を図った
市立いずみ保育所　　　　　　

赤城乳業㈱を誘致　　　　　　　
（本庄千本さくら『５Ｓ』工場）

指定管理者制度を導入している
本庄ふるさとフラワーパーク

行政改革大綱の
　実施状況を報告します
—効率的・効果的な行政の実現へ—
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○
申
請
様
式
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

サ
ー
ビ
ス
の
充
実

　

証
明
書
の
交
付
申
請
等
に
つ
い

て
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
る
申
請
書
を
追
加
し
ま
し
た
。

①
業
務
管
理
体
制
の
整
備
に
関
す

　

る
届
出
書
（
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

　

業
所
向
け
）

②
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
の

　

認
定
に
関
す
る
申
請
書

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
申
請
様

　

式
④
妊
婦
健
康
診
査
助
成
金
交
付
申

　

請
書

⑤
入
札
参
加
資
格
申
請
書

⑥
電
子
入
札
に
関
す
る
申
請
様
式

⑦
市
指
定
下
水
道
工
事
店
に
関
す

　

る
届
出
書
類

⑧
給
水
装
置
所
有
者
変
更
届
（
水

　

道
所
有
者
向
け
）

⑨
水
道
料
金
減
額
制
度
に
関
す
る

　

申
請
書

自
主
性
・
自
立
性
の
高
い
財

政
運
営
の
確
立

　

財
政
の
健
全
性
確
保
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
、
市
政
の
持
続

的
発
展
を
支
え
る
財
政
基
盤
を
確

立
し
て
い
き
ま
す
。

○
企
業
誘
致
条
例
各
種
奨
励
金

の
活
用

　

企
業
誘
致
を
促
進
す
る
た
め
、

「
企
業
誘
致
促
進
条
例
」
及
び
「
本

庄
い
ま
い
台
産
業
団
地
企
業
誘
致

促
進
条
例
」
に
基
づ
き
各
種
奨
励

金
を
交
付
し
ま
し
た
。
奨
励
金
を

交
付
し
企
業
を
誘
致
す
る
こ
と
で

税
収
の
確
保
に
つ
な
が
り
ま
す
。

【
奨
励
金
の
交
付
件
数
及
び
金
額
】

・
平
成
19
年
度

　
　
　

11
件　

３
、
５
４
６
万
円

・
平
成
20
年
度

　
　
　

12
件　

４
、
９
９
５
万
円

・
平
成
21
年
度

　
　
　

24
件　

９
、
９
９
３
万
円

○
未
利
用
財
産
の
処
分
・
貸
付

　

市
が
所
有
し
て
い
る
未
利
用
資

産
に
つ
い
て
、
売
払
い
及
び
貸
付

を
行
い
ま
し
た
。
土
地
売
払
い
収

入
は
９
件
で
４
、
３
６
２
万
円
、

土
地
・
建
物
貸
付
収
入
は
24
件
で

１
、
２
４
７
万
円
で
し
た
。

【
売
払
い
・
貸
付
件
数
及
び
収
入
】

・
平
成
19
年
度

　
　
　

53
件　

４
、
６
６
９
万
円

・
平
成
20
年
度

　
　
　

42
件　

２
、
８
９
３
万
円

・
平
成
21
年
度

　
　
　

33
件　

５
、
６
０
９
万
円

○
有
料
広
告
の
導
入

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
公
用
封
筒
に

加
え
、
広
報
ほ
ん
じ
ょ
う
を
新
た

な
広
告
媒
体
と
し
て
有
料
広
告
の

掲
載
を
行
い
ま
し
た
。
各
媒
体
の

広
告
掲
載
料
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

が
１
６
２
万
円
、
公
用
封
筒
が
57

万
円
、
広
報
ほ
ん
じ
ょ
う
が
24
万

円
で
し
た
。

【
広
告
収
入
額
】

・
平
成
19
年
度　
　
　
　

86
万
円

・
平
成
20
年
度　
　

１
８
２
万
円

・
平
成
21
年
度　
　

２
４
３
万
円

○
公
共
工
事
の
コ
ス
ト
縮
減

　

工
事
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、

再
生
品
の
使
用
や
施
工
方
法
を
工

夫
す
る
な
ど
、
次
の
よ
う
な
取
り

組
み
に
よ
り
、
コ
ス
ト
縮
減
を
図

り
ま
し
た
。

・
道
路
照
明
灯
の
低
ワ
ッ
ト
ラ
ン

　

プ
へ
の
交
換

・
下
水
道
工
事
の
埋
め
戻
し
材
に

　

砂
利
を
再
利
用

・
公
園
遊
具
の
交
換
工
事
で
基
礎

　

部
分
に
再
生
砕
石
を
使
用

・
い
ず
み
保
育
所
の
新
築
工
事
で

　

埋
め
戻
し
土
に
残
土
を
使
用
し
、

　

ま
た
、
維
持
管
理
費
抑
制
の
た

　

め
耐
久
性
の
あ
る
屋
根
材
を
使

　

用
・
児
玉
小
の
耐
震
補
強
工
事
で
仮

　

設
工
事
の
足
場
を
設
け
ず
施
工

　

し
、
仮
設
工
事
費
を
抑
制

・
下
水
道
工
事
に
お
い
て
コ
ス
ト

　

縮
減
の
た
め
、
工
事
推
進
距
離

　

の
長
距
離
化
を
実
施

・
工
事
関
係
職
員
に
対
す
る
研
修

　

会
を
実
施

時
代
に
即
し
た
組
織
改
革
と

人
材
育
成

　

時
代
の
要
請
に
柔
軟
に
対
応
し

た
活
力
あ
る
組
織
を
構
築
し
ま
す
。

ま
た
、
新
た
な
行
政
課
題
に
迅
速

か
つ
的
確
に
対
応
で
き
る
職
員
の

育
成
を
目
指
し
ま
す
。

○
組
織
機
構
の
ス
リ
ム
化

　

柔
軟
で
効
率
的
・
効
果
的
か
つ

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な

い
よ
う
な
組
織
編
成
に
努
め
、
２

課
６
係
が
ス
リ
ム
化
で
き
ま
し
た
。

【
組
織
数
】

・
平
成
20
年
度

　
　
　

10
部
・
41
課
・
１
１
４
係

・
平
成
21
年
度

　
　
　

10
部
・
40
課
・
１
１
４
係

・
平
成
22
年
度

　
　
　

10
部
・
38
課
・
１
０
８
係

○
職
員
の
定
員
管
理
の
適
正
化

　
「
定
員
適
正
化
計
画
」
を
基
に

適
正
な
定
員
管
理
を
進
め
ま
し
た
。

平
成
21
年
度
当
初
に
は
計
画
の
最

終
年
度
（
23
年
度
）
の
目
標
値
５

４
１
人
を
達
成
し
ま
し
た
。

【
職
員
数
】

・
平
成
20
年
度　
　
　

５
６
１
人

・
平
成
21
年
度　
　
　

５
３
９
人

・
平
成
22
年
度　
　
　

５
２
４
人

○
嘱
託
・
臨
時
職
員
の
活
用

　

育
児
休
暇
中
の
職
員
の
代
替
、

繁
忙
期
の
事
務
処
理
、専
門
職（
保

育
士
）
の
補
充
等
で
臨
時
職
員
を

活
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、産
前
・

産
後
休
暇
職
員
の
代
替
職
員
と
し

て
も
、
必
要
に
応
じ
て
臨
時
職
員

を
活
用
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

【
臨
時
職
員
等
の
数
】

・
平
成
19
年
度　
　
　

２
０
９
人

・
平
成
20
年
度　
　
　

１
９
３
人

・
平
成
21
年
度　
　
　

２
１
３
人

　

詳
細
は
、
企
画
課
（
市
役
所
３

階
）・
総
務
課
（
総
合
支
所
２
階
）

及
び
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
企
画
課
☎
�
１
１
５
７

︱
用
語
解
説
︱

※1
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

　

一
定
の
時
点
に
お
い
て
資
産
・

　

負
債
・
資
本
の
状
況
を
対
照
表

　

示
し
た
財
務
諸
表

※2
行
政
コ
ス
ト
計
算
書

　

人
的
サ
ー
ビ
ス
や
給
付
サ
ー
ビ

　

ス
な
ど
、
資
産
形
成
に
つ
な
が

　

ら
な
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

　

て
の
経
費
を
把
握
し
、
財
源
を

　

明
ら
か
に
し
た
計
算
書

※3
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）

　

地
方
税
に
お
け
る
手
続
き
等
を

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

　

電
子
的
に
行
う
シ
ス
テ
ム



・人の流れの創出（都市圏
　への人口の流出防止と地
　方圏への流入創出）
・分権型社会にふさわしい
　社会空間の形成
・ライフステージに応じた
　多様な選択肢の提供

①中心市の機能の積極的活用
②権利・負担関係の明確化
③圏域意識・地域の誇りの醸成

定住自立圏構想のイメージ

定住自立圏の形成

○中心市と周辺地域が連携・役割分担
○中心市の機能と周辺地域の機能が連
　携し、「定住」のための暮らしに必要
　な機能を総体として確保
○「自立」のための経済基盤や地域の
　誇りを培う

4

　

定
住
自
立
圏
構
想
は
、
人
口
５

万
人
程
度
以
上
な
ど
の
要
件
を
満

た
し
た
中
心
市
と
、
経
済
、
社
会
、

文
化
又
は
住
民
生
活
等
に
お
い
て

密
接
な
関
係
を
有
す
る
周
辺
市
町

村
が
、
相
互
に
役
割
を
分
担
し
な

が
ら
連
携
・
協
力
す
る
こ
と
で
、

圏
域
全
体
の
活
性
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
国
が
推
進
し
て
い
る

も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
昨
年
９
月
18
日
に
中

心
市
宣
言
を
行
い
、
１
市
３
町
で

連
携
す
る
取
組
に
つ
い
て
協
議
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
び
連

携
し
て
取
り
組
む
項
目
や
市
町
の

役
割
分
担
が
固
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、

各
市
町
の
議
会
の
議
決
を
経
て
、

定
住
自
立
圏
形
成
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。

本
庄
地
域
の

　
　
協
定
内
容
は
…

　

連
携
し
て
取
り
組
む
政
策
分
野

に
は
、
救
急
医
療
体
制
や
障
害
者

福
祉
の
充
実
な
ど
の
生
活
機
能
の

強
化
に
つ
い
て
の
分
野
、
道
路
交

通
網
の
整
備
や
公
共
交
通
サ
ー
ビ

ス
の
確
保
な
ど
の
結
び
つ
き
や
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
強
化
に
つ
い
て
の
分

野
、
人
材
育
成
な
ど
の
圏
域
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
能
力
の
強
化
に
つ
い
て

の
分
野
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
圏
域
の
将
来
像
や
具

体
的
な
取
組
内
容
等
を
記
載
し
た

「
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
策
定
し
、
連
携
事
業
の
実
施
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

※
協
定
書
は
、
企
画
課
（
市
役
所

３
階
）
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

７
月
２
日
、
本
庄
市
役
所
で
「
本
庄
地
域
定
住
自
立
圏
形
成
協

定
合
同
調
印
式
」
が
行
わ
れ
、
本
庄
市
は
、
美
里
町
、
神
川
町
、

上
里
町
の
３
町
そ
れ
ぞ
れ
と
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
１
市
３
町
が
相
互
に
役
割
を
分
担
し
、
人
口
定

住
の
た
め
に
必
要
な
生
活
機
能
を
確
保
し
、
圏
域
全
体
の
発
展
と

住
民
福
祉
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
た
め
の
も
の
で
す
。　
　

★
企
画
課
☎
�
１
１
５
７

そのために

協定を締結

その結果、例えば…

中心市
本庄市

周辺地域
美里町
神川町
上里町

初期救急医療の充実

道路等交通インフラの整備

１
市
３
町
で

　
　
　
手
を
携
え
て
…

救
急
医
療
体
制

　
　
な
ど
の
充
実
を
… 左から、美里町 原田町長、本庄市 吉田市長、上里町 関根町長、神川町 清水町長



本庄市マスコットキャラクター実行委員会（本庄商工会議所内）
〒367-8555　埼玉県本庄市朝日町３－１－35　☎0495-22-5241

応募作品1,150点の中から厳正な審査の結果
上記キャラクターに決定しました。
ご応募ありがとうございました！

マスコットキャラクターは本庄市から出土した

が、デザインのモチーフになっています！

　本庄市企画課（市役所３階）、本庄市児玉総合支所総務課（総合支所２階）、本庄商工会議所、児玉商工会、
　ＪＡ埼玉ひびきの（本庄北支店・本庄南支店・児玉支店）

　実行委員会の厳正な選考によって決定し、本庄市、
本庄商工会議所、児玉商工会、ＪＡ埼玉ひびきの等の
広報及びホームページ等で発表します。入賞者につい
ては文書で通知します。なお、採用となった愛称の応
募者が複数の場合は、抽選となります。

本庄市への熱い思いを持つ人であれば
どなたでも

⑴応募する「愛称（ふりがな）」
⑵愛称に対するコメント
　※愛称の意味や、プロフィール作りの参考となる事項等。
⑶氏名（ふりがな）・郵便番号・住所・電話番号
　（昼間ご連絡が可能な番号。携帯可。）
　※ひとり何点でも応募できますが、一応募につき一点の応募と
　します。
　※愛称は必ず、黒インクのボールペンで自筆で書いてください。

はがき又は配布しているチラシの応募
用紙に必要事項を記入のうえ、郵送又
は持参してください。

　「愛称」に関する一切の権利は、採用と同時に実行
委員会に帰属します。また、応募規定に違反する事項
が認定された場合は、入選後でも資格を取り消すこと
とします。

採用となった「愛称」に応募いただいた人から抽選で１名様に「１万円」を贈呈します。

募集期間
笑
わら

う盾
たて

持
もち

人
じん

物
ぶつ

埴
はに わ

輪

８月２日（月）〜31日（火）（必着）

5 平成22年８月１日号

■郵送・お問い合わせ先　※応募の際に必要な郵送料等の経費は応募者負担とします。郵送料が不足した場合は受領しません。

■持参先・「愛称」応募用紙チラシ配布場所

■入賞作品の選考と発表

■応募できる人 ■記載事項

■応募方法

■その他注意事項

本
庄
市

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

　募集に際して、市内外から総数 1,150 点の応募がありました。その中から、実
行委員会による厳正な審査の結果、大賞（１点）と入選作品（４点）を決定しました。

　入選作品

　大賞作品

　入選作品

応 募 作 品 の 審 査 結 果

　入選作品 　入選作品

（
本
庄
市
所
蔵
）

名付け親に

なってネ！

デザイン
決定
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　児童・高齢者に対する虐待、女性に対する
暴力など、身の回りにはさまざまな人権問題
があります。これらに対し、すべての県民が
お互いの人権を尊重しながら共に生きる社会
をめざして、県民総ぐるみで取り組むのが
「人権尊重社会をめざす県民運動」です。
　埼玉県では８月を強調月間と定め、次のと
おりイベント（入場無料・申込不要）を開催
します。この機会にぜひご参加ください。

日程　８月26日㈭
会場　大宮ソニックシティ
内容・時間
①人権作文・小錦八十吉講演会・木村弓ハー
　トフルコンサート（午後１時～）
②松野明美講演会・ピアノ演奏（午前11時～）
③人権相談コーナー・工作コーナーなど（午前
　10時～）
★埼玉県人権推進課☎０４８―８３０―２２５５

埼玉県選出議員選挙（本庄市分）
候補者氏名 得票数

関口　まさかず 7,896.000
西田　まこと 6,747.000
島田　ちやこ 6,447.000
小林　つかさ 4,730.000
大野　もとひろ 4,353.000
伊藤　岳 1,865.000
中川　こうじ 1,000.000
日森　ふみひろ 825.000
長谷川　こうせい 490.000
院田　ひろとし 140.000

（敬称略・得票順）
※投票率は 54.91％（男 55.47％、女 54.37％）。

比例代表選出議員選挙（本庄市分）
政党名 得票数

民主党 9,998.905
自由民主党 8,119.625
みんなの党 5,319.072
公明党 4,817.926
日本共産党 2,002.111
社会民主党 1,552.837
たちあがれ日本 856.631
新党改革 828.000

（以下省略・得票順）
※投票率は 54.91％（男 55.47％、女 54.36％）。

　

平
成
22
年
市
議
会
第
２
回
定
例
会
が
、

６
月
８
日
か
ら
29
日
ま
で
の
日
程
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

市
長
提
出
議
案
で
は
、
本
庄
市
及
び
美

里
町
・
神
川
町
・
上
里
町
の
間
に
お
い
て

定
住
自
立
圏
を
形
成
す
る
た
め
の
「
本
庄

地
域
定
住
自
立
圏
の
形
成
に
関
す
る
協
定

の
締
結
に
つ
い
て
」、
歳
入
歳
出
予
算
に

そ
れ
ぞ
れ
２
０
４
万
円
を
追
加
し
、
総
額

２
５
２
億
４
、４
０
４
万
円
と
す
る
「
平
成

22
年
度
本
庄
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）」
な
ど
19
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
員
提
出
議
案
で
は
、
義
務
教
育
費
の

国
庫
負
担
割
合
を
２
分
の
１
に
復
活
す
る

こ
と
を
求
め
る
「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
の
堅
持
を
求
め
る
意
見
書
」
な
ど
４

件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

22
日
間
の
審
議
に
お
い
て
、
23
件
す
べ

て
の
議
案
が
原
案
通
り
可
決
・
承
認
・
同

意
さ
れ
、
閉
会
し
ま
し
た
。

監
査
委
員
に
明
堂
純
子
氏

　

監
査
委
員
に
明
堂
純
子
氏
を
選
任
す
る

こ
と
で
同
意
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

広
島
・
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
て
か

ら
65
年
が
過
ぎ
た
現
在
も
、
被
爆
者
や
そ

の
家
族
の
み
な
さ
ん
は
苦
し
み
続
け
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
決
し
て
繰

り
返
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

市
の
取
り
組
み

　

市
で
は
、
平
成
18
年
10
月
22
日
に
「
非

核
平
和
都
市
宣
言
」
を
行
い
、
非
核
三
原

則
の
完
全
実
施
を
求
め
る
と
と
も
に
、
核

兵
器
の
廃
絶
を
訴
え
て
い
ま
す
。

　

毎
年
８
月
に
は
、
市
内
の
市
立
中
学
生

８
人
を
広
島
や
長
崎
な
ど
に
派
遣
し
、
平

和
記
念
式
典
に
参
加
す
る
な
ど
、
現
地
で

平
和
に
つ
い
て
の
学
習
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
20
年
か
ら
市
役
所
で
「
非

核
平
和
パ
ネ
ル
展
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

３
回
目
と
な
る
今
年
は
、
７
月
13
日
か

ら
20
日
ま
で
開
催
し
、
広
島
・
長
崎
の
被

災
写
真
や
、
第
五
福
竜
丸
の
資
料
、
平
和

学
習
の
参
加
者
感
想
文
、
平
和
の
紙
芝
居

な
ど
を
展
示
し
ま
し
た
。

平
成
22
年
市
議
会
第
２
回
定
例
会

非
核
と
平
和
を
願
う
心
、
い
つ
ま
で
も
！

〜
８
月
６
日
は
広
島
、
９
日
は
長
崎
の
平
和
記
念
日
〜

第22回参議院議員通常選挙の結果

ヒューマンフェスタ２０１０さいたま

８月は「人権尊重社会をめざす
県民運動」強調月間です

当

当

当

広島の平和記念式典で献花する中学生

監査委員
明堂 純子 氏
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応
募
先

　

〒
３
３
８
―
０
８
３
７

　

さ
い
た
ま
市
桜
区
田
島
７
―
２
―

　

23

　

㈶
埼
玉
県
下
水
道
公
社
経
営
企

　

画
課
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
担
当

※
詳
し
く
は
、
下
水
道
課
（
市
役

所
２
階
）
で
配
布
し
て
い
る
募
集

要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
㈶
埼
玉
県
下
水
道
公
社
経
営
企

　

画
課
☎
０
４
８
―
８
３
８
―
８

　

５
８
５

「
下
水
道
の
日
」
の
集
い

～
小
山
川
水
循
環
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　
　
　
　

見
学
会
～
を
開
催

　

水
が
貴
重
で
大
切
な
も
の
で
あ

る
と
と
も
に
、
下
水
道
が
生
活
の

中
で
身
近
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を

伝
え
る
た
め
、
小
山
川
水
循
環
セ

ン
タ
ー（
東
五
十
子
３
８
２
―
１
）

の
施
設
見
学
を
実
施
し
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
程　

９
月
８
日
㈬
、
９
日
㈭
、

　

10
日
㈮

時
間　

午
前
10
時
～
、
午
後
１
時

　

30
分
～
（
２
部
制
）

＊
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

　

左
記
へ

★
㈶
埼
玉
県
下
水
道
公
社
小
山
川

　

支
所
☎
�
７
９
９
７
・
蕭
�
６

　

８
３
１

第
50
回
「
下
水
道
の
日
」

　
　

作
品
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

　

下
水
道
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

そ
の
普
及
と
活
用
を
促
進
す
る
た

め
、
下
水
道
の
役
割
を
テ
ー
マ
に

し
た
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

《
各
部
門
共
通
》

募
集
締
切　

９
月
17
日
㈮（
必
着
）

　

現
況
届
は
、
８
月
以
降
の
手
当

を
受
給
で
き
る
か
ど
う
か
を
決
め

る
大
切
な
も
の
で
す
。
提
出
さ
れ

な
い
と
、
資
格
が
あ
っ
て
も
手
当

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
所
得
限
度
額
等
に
よ
り

受
給
で
き
な
か
っ
た
人
で
も
、
所

得
状
況
等
に
よ
り
、
新
た
に
該
当

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

集
中
受
付
期
間　

　

８
月
９
日
㈪
～
13
日
㈮　

受
付
場
所　

子
育
て
支
援
課
（
市

　

役
所
１
階
）、市
民
福
祉
課
（
総

　

合
支
所
１
階
）

用
意　

印
鑑
・
証
書
等

※
現
況
届
用
紙
は
、
受
付
場
所
に

あ
り
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
子
育
て
支
援
課
☎
�
１
１
３
０
、

　

市
民
福
祉
課
☎
�
１
３
３
１（
内

　

線
３
１
６
）

○下水道の役割
１．清潔で快適な生活環境を作ります
２．川や海をきれいに保ちます
○下水道の正しい使い方
１．キッチンから油や野菜くずなどを流さない
２．トイレからティッシュペーパーや紙おむつを流さない
３．お風呂場から髪の毛を流さない
４．ごみや引火する危険のあるものを流さない

公共下水道への　
接続はお早めに！

下水道が使える区域
にお住まいの人は、
なるべく早く下水道
へ接続しましょう。

　次の人に支給される手当です。
①父母の離婚、父又は母の死亡な
　どによって、父又は母と生計を
　同じくしていない子どもを育て
　ている人
②父又は母に一定の障害があり、
　子どもを育てている人
※８月から法律が改正され、父子
家庭も対象となりました。詳しく
は、お問い合わせください。

　精神又は身体に一定の障害のあ
る子どもを育てている人に支給さ
れる手当です。

児童扶養手当とは

特別児童扶養手当とは

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
の

「
現
況
届
」
を
忘
れ
ず
に

部　門 応 募 資 格

ポスター 県内の小中学校に在学
する児童・生徒（作文部
門は小学４年生以上）

書道
作文
標語

県内在住・在勤・在学者
シンボルマーク

「下水道の日」
９月10日㈮は

です
★下水道課☎�１１４６
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　総検校塙保己一先生遺徳顕彰会では、塙保己一先生の命日である９月
12日に、先生の遺徳をしのんで菊の花を供える遺徳顕彰祭を開催します。
みなさんの参列をお待ちしています。
日時　９月12日㈰　午後２時～４時
会場　セルディ
内容　来場者全員による献花、記念講談
《記念講談について》
講談師　宝井　馬琴　師匠
内容　「奉行と検校 出世比べ」（予定）

遺徳顕彰祭を開催します

「埼玉ゆかりの偉人展」
　　　　　　　パネル展示を行います

「第４回塙保己一賞」の候補者を募集します

　遺徳顕彰祭にあわせて、埼玉県の三偉人（塙保己一、渋沢栄一、
荻野吟子）のパネル展示を行います。
日時　９月10日㈮～13日㈪　午前９時～午後５時
※13日㈪は午後３時まで
会場　セルディ
内容　三偉人のパネル展示

　埼玉県では、塙保己一先生の精神を受け継ぎ、障害がありながらも不屈の努力を続け顕著な活動をしている
人や、障害者のためにさまざまな貢献をしている人や団体に「塙保己一賞」を贈ります。
対象
①大賞　国内在住の障害のある人
②奨励賞　県内在住・在勤・在学又は在住したことのある40歳未満の障害のある人
③貢献賞　国内在住の個人又は団体
応募方法　個人や関係団体等からの推薦（自薦も可）により、「推薦書」及び「候補者調書」に必要事項を記
　入のうえ、郵送・ファックス・電子メールにより応募してください。
※詳しくは募集要項をご覧ください。必要書類は、福祉課（市役所１階）・市民福祉課（総合支所１階）・中
央公民館・セルディにあります。また、埼玉県のホームページ（http://www.pref.saitama.lg.jp/site/hanawa/）
からもダウンロードできます。
応募先　〒３３０―９３０１　埼玉県さいたま市浦和区高砂３―15―１　埼玉県福祉部障害福祉推進課塙保己
　一担当
募集期間　８月31日㈫まで（消印有効）
選考方法　塙保己一賞選考委員会による選考を経て、埼玉県知事が決定
※12月に本庄市で表彰式を行う予定です。受賞者には賞状と記念品を贈呈します。
＊お問い合わせは、埼玉県障害者福祉推進課塙保己一賞担当（☎０４８―８３０―３３０９・蕭０４８―８３
　０―４７８９）へ

９月12日は

郷土の偉人 塙保己一先生
の命日です

★総検校塙保己一先生遺徳顕彰会事務局（セルディ内）
　☎�８８５１・蕭�８８５４
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児
玉
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合

立
余
熱
利
用
施
設
の
指
定
管
理
者

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

◎
施
設
の
概
要

名
称　

児
玉
郡
市
広
域
市
町
村
圏

　

組
合
立
余
熱
利
用
施
設

所
在
地　

東
五
十
子
１
６
７
―
３

設
置
時
期　

平
成
12
年
５
月
１
日

構
造　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
３

　

階
建

敷
地
面
積　

４
、
９
１
３
・
６
㎡

延
床
面
積　

４
、
２
６
５
㎡

施
設
内
容　

温
水
プ
ー
ル
、
浴
室
、

　

部
屋
等

◎
指
定
管
理
者
が
行
う
業
務

・
余
熱
利
用
施
設
の
利
用
許
可
に

　

関
す
る
業
務

・
余
熱
利
用
施
設
の
利
用
に
供
す

　

る
業
務

・
余
熱
利
用
施
設
の
利
用
に
係
る

　

料
金
の
収
受
に
関
す
る
業
務

・
余
熱
利
用
施
設
の
維
持
管
理
に

　

関
す
る
業
務

・
前
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
余

　

熱
利
用
施
設
の
管
理
運
営
上
、

　

管
理
者
が
特
に
必
要
と
認
め
る

　

業
務

◎
指
定
期
間

　

平
成
23
年
４
月
１
日
～
平
成
26

　

年
３
月
31
日
（
３
年
間
）

◎
募
集
要
項
等
の
配
布
期
間

　

８
月
２
日
㈪
～
20
日
㈮
（
土
・

　

日
を
除
く
）　

午
前
９
時
～
午

　

後
４
時
30
分

※
募
集
要
項
等
は
、
児
玉
郡
市
広

域
市
町
村
圏
組
合
業
務
管
理
課（
本

庄
市
児
玉
町
蛭
川
９
１
５
―
１
）

で
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
児
玉
郡

市
広
域
市
町
村
圏
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://w
w

w
.kodam

akouiki.
jp/

）か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。（
申
請
書
等
は
除
く
）

※
現
地
説
明
会
を
８
月
23
日
㈪
に

実
施
し
ま
す
。

◎
申
請
方
法

受
付
期
間　

９
月
１
日
㈬
～
15
日

　

㈬
（
土
・
日
を
除
く
）　

午
前

　

９
時
～
午
後
４
時
30
分

申
請
場
所　

児
玉
郡
市
広
域
市
町

　

村
圏
組
合
業
務
管
理
課
へ
直
接

　

持
参

※
申
請
時
に
書
類
の
確
認
等
を
行

い
ま
す
の
で
、
申
請
前
に
児
玉
郡

市
広
域
市
町
村
圏
組
合
業
務
管
理

課
へ
電
話
連
絡
の
う
え
、
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

★
児
玉
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合

　

業
務
管
理
課
☎
�
２
２
４
１

　児玉郡市広域市町村圏組合では、児玉郡市防火安全協会との協賛で
「消防フェア＆リサイクル品販売会」を下記のとおり開催します。
日時　８月22日㈰　午前９時30分～午後０時30分
会場　小山川クリーンセンター
内容
○消防フェア
　救助隊等による訓練の実演（建物及び車両からの救出訓練）、はしご
車搭乗体験、ちびっ子レスキュー体験、子ども用防火衣試着、ＡＥＤ
のデモ体験、ミニ消防車搭乗体験、水消火器体験、防火風船・防火ティッ
シュの配布、各種消防資機材の展示、コバトンとの写真撮影会等
※緊急出場等の状況により、内容を変更する場合があります。
○リサイクル品販売会
　午前９時30分から整理券を配付し、午前10時30分から販売を開始し
ます。
販売品目　家具（タンス、テーブル等）、小物類（花瓶、バッグ、せ
　ともの類、置物等）、その他（本、健康器具、スポーツ用品、ギフ
　ト類等）

【注意】
・購入は現金払いです。
・原則、購入品はすぐに持ち帰ってください。
・購入品の保証及び購入後の返品等は受けられません。
・購入数の制限はありませんが、多くの人が購入できるよう、まとめ
　買いはご遠慮ください。
○小山川クリーンセンター施設内見学会
○東五十子自治会による野菜販売会
★児玉郡市広域市町村圏組合総務課☎�２２４１

　毎年９月９日を「救急の日」とし
て、この日を含む１週間を「救急医療
週間」と定めて、救急業務の普及啓発
運動を全国的に実施しております。
　児玉郡市広域消防本部では、「救急の
日」及び「救急医療週間」に伴い、救
急業務に対する住民
の正しい理解と認識
を深めるため、救急
フェアを下記のとお
り開催します。
日時　９月９日㈭　午前10時～午後３
　時
場所　アピタ本庄店１階催事場
内容
・ＡＥＤ、心肺蘇生法の実技指導（ベ
　ビー・ジュニア・成人）
・止血法の指導
・血圧測定
・１１９番通報訓練装置使用による通
　報訓練指導
・応急処置法を解説したパネル展示
・風船配布
・ミニはしご車の展示等　
★児玉郡市広域消防本部警防課☎�４
　６５４

消防フェア＆リサイクル品販売会を開催 救急フェアを開催

児玉郡市広域市町村圏組合からのお知らせ

 児玉郡市広域市町村圏組合　
 立余熱利用施設『湯かっこ』

指定管理者募集



みなさんの情報交換の場

○行＝行事案内　
○募＝会員募集

絵手紙さくらそう
（絵手紙）

日時　毎月第２・４金曜日
　　　午前９時30分～11時30分
場所　本庄東公民館
対象　初心者
費用　月会費1,200円
問い合わせ　飯島☎�２９７９

はつらつシルバー
フェスティバル

日時　８月22日㈰
　　　午前10時～午後３時
場所　中央公民館
内容　シルバー人材センター活
　動紹介、実演、販売ほか
問い合わせ　シルバー人材セン
　ター☎�１３５６

日曜ダンスクラブ
（社交ダンス）

日時　毎週日曜日
　　　午前10時～正午
場所　東台会館
対象　どなたでも（初心者歓迎）
費用　月会費1,000円
問い合わせ　滝沢☎�０３１４

朝の青空太極拳

日時　毎月第１土曜日

　　　午前７時～８時

場所　本庄ふるさとフラワーパーク

　（偶数月）、本庄総合公園（奇数月）

対象　どなたでも

問い合わせ　金子☎�９４６７

本庄ほっとニュース本庄ほっとニュース本庄ほっとニュース

あて先
〒 367-8501　本庄市本庄 3-5-3　本庄市役所秘書広報課広報広聴係

☎�1155・蕭�8499　※締め切りは８月13日㈮必着です。 10

善意ありがとうございます
　市内在住の春山陽太郎さんから、
亡くなられたお母様の一周忌に合わ
せて、子どもたちの健全育成のため
に、という主旨で緑の基金に４００
万円の寄附をいただきました。
　寄附金は、本庄総合公園内「わん
ぱーく」に新しく
設置する遊具の整
備に活用させてい
ただきます。あり
がとうございまし
た。
庄田守さんに埼玉・群馬
　　両県教育委員会から感謝状

　庄田守さん（北堀）は、30年にわ
たり埼玉県・群馬県の文化人を研究
し、その成果を「西関東文人墨客人
名辞典」としてまとめ、各地の図書
館に寄贈しました。
　このたび、この研究と冊子の寄贈
が、文化の振興に寄与したというこ
とで、埼玉・群馬両県の教育委員会
から感謝状が贈呈されました。
　なお、この冊子は図書館本館で閲
覧できます。

８月生まれのみんな

★９月にお誕生日を迎える小学校就学前のお子さんの写真
を募集中です。（応募いただいた写真は返却できません。）
応募多数の場合は抽選させていただきます。なお、今月は
応募多数のため抽選させていただきました。

このコーナーへの掲載希望や掲載申し込みは、秘書広報課
（☎�1155）へ　※市ホームページでもご覧いただけます。

川
かわぞえ

添 琉
りゅうと

斗ちゃん(本町)

　< 平成 20 年生まれ >
天
あまない

内 陽
ひ な と

那翔ちゃん ( 小島１丁目 )
< 平成 21 年生まれ >

齊
さ い た

田 直
な お か

花ちゃん ( 東台３丁目 )
< 平成 21 年生まれ >

富
と が し

樫 洋
よ う た

太ちゃん (小島南３丁目)
< 平成 21 年生まれ >

若
わかつき

月 琉
りゅうと

翔ちゃん（児玉町児玉)

　< 平成 21 年生まれ >

神
か ん べ

戸 龍
りゅうた

太ちゃん（朝日町１丁目)

　< 平成 21 年生まれ >

１歳のお誕生日
おめでとう♡み
んなを笑顔にさ
せてくれるひな
くん♡元気いっぱ
い成長してね♡

２歳のお誕生日
おめでとう。お
友だちとたくさ
ん遊んで、元気
に過ごしてね!!

１歳のお誕生日
おめでとう !! 琉
く ん の 笑 顔 は、
家族の幸せの素。
元気に大きくなっ
てね。

いつもスマイル
龍太。その笑顔
はみんなを幸せ
にしてくれるよ。
ありがとう。誕
生日おめでとう。

１歳のお誕生日
おめでとう♡洋
ちゃんはパパと
ママの宝物。元
気いっぱい大き
くなってね！

１歳のお誕生日
おめでとう。お
父さんの肩車が
大好きな直ちゃ
ん。強くて優し
い子に育ってね。
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サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
で
の
勝
利
を
願
い
、
市
長
と
児
玉
商
工

会
青
年
部
の
み
な
さ
ん
が
岡
田
監
督
に
贈
っ

た
必
勝
だ
る
ま
が
、
７
月
15
日
、
日
本
神

社
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
を
果
た
し
た

日
本
代
表
で
す
が
、
目
標
の
ベ
ス
ト
４
入

り
は
達
成
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
だ
る
ま

は
片
目
の
ま
ま
で
、岡
田
監
督
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
と
も
に
、
㈶
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
代

表
チ
ー
ム
部
職
員
に
よ
り
奉
納
さ
れ
ま
し

た
。

　６月 25 日、仁手小学校にシドニーオリンピック
（１００ｍ背泳）銀メダリストの中村真衣選手が訪
れました。中村選手は、「水泳競技のすばらしさ」に
ついて語り、全学年の児童に水泳を指導しました。

　６月26日、秋平小学校の校庭で芝生の植えつけが行
われました。校庭の芝生化は川淵三郎塾で提唱され、
秋平小学校をモデル校として実現しました。植えつけ
に使った１２，３６０株の苗は、㈶日本サッカー協会

から無償提供された
ものです。
　当日は、児童、先
生、ＰＴＡ、学校応
援団、自治会、その
他多くのボランティ
アのみなさんが協力
し、てきぱきと苗を
植えました。

だるまは南アフリカに同行、頭をなでる選手もいたそうです

芝生の校庭で運動会ができるかな

必
勝
だ
る
ま
が

帰
っ
て
き
た

必
勝
だ
る
ま
が

帰
っ
て
き
た

あの！



募　

集

12

本
庄
保
健
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

精
神
的
な
病
気
や
悩
み
に
つ
い

て
は
精
神
科
医
に
よ
る
相
談
、
青

年
期
の
ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て
は

臨
床
心
理
士
に
よ
る
相
談
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

①
精
神
保
健
相
談

日
時　

８
月
23
日
㈪　

午
後
１
時
～

②
ひ
き
こ
も
り
専
門
相
談

日
時　

８
月
17
日
㈫
、
９
月
14
日

　

㈫　

午
後
１
時
30
分
～

＊
①
②
と
も
、
本
庄
保
健
所
へ
事

　

前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

★
本
庄
保
健
所
☎
�
６
４
８
１

交
通
事
故
被
害
者
家
族
援
護
一

時
金
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　

埼
玉
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会

で
は
、
県
内
在
住
の
交
通
遺
児
等

を
対
象
に
援
護
一
時
金
を
給
付
し

て
い
ま
す
。

対
象
者　

平
成
21
年
４
月
１
日
以

　

降
、
交
通
遺
児
等
と
な
っ
た
18

　

歳
以
下
の
人

※
交
通
遺
児
等
と
は
、
保
護
者
の

一
方
又
は
双
方
が
、
交
通
事
故
に

よ
り
死
亡
又
は
重
い
障
害
を
負
っ

た
18
歳
以
下
の
人
を
い
い
ま
す
。

給
付
額　

対
象
者
１
人
に
つ
き
10

　

万
円（
１
事
故
に
つ
き
１
回
の
み
）

給
付
時
期  

平
成
22
年
10
月
又
は

　

平
成
23
年
４
月

申
請
方
法　

申
請
書
類
に
必
要
事

　

項
を
記
入
の
う
え
、
左
記
の
提

　

出
先
へ
郵
送
又
は
直
接
持
参

※
申
請
書
類
は
、自
治
防
災
課（
市

役
所
３
階
）、総
務
課
（
総
合
支
所

２
階
）、
幼
稚
園
、
保
育
園
（
所
）、

各
学
校
で
配
布
し
ま
す
。

提
出
先　

〒
３
３
０
―
０
０
６
３

　

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
２
―

　

６
―
18　

み
ず
ほ
信
託
銀
行
浦

　

和
支
店（
☎
０
４
８
―
８
２
２
―

　

０
１
９
１
）

提
出
期
限　

・
平
成
22
年
10
月
支
給
分
…
平
成

　

22
年
８
月
31
日
㈫

・
平
成
23
年
４
月
支
給
分
…
平
成

　

23
年
２
月
28
日
㈪

★
埼
玉
県
防
犯
・
交
通
安
全
課
☎

　

０
４
８
―
８
３
０
―
２
９
５
８

『
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
』
の

受
付
に
つ
い
て

　

平
成
23
・
24
年
度
に
市
が
発
注

す
る
建
設
工
事
、
設
計
・
調
査
・

測
量
業
務
、
土
木
施
設
維
持
管
理

業
務
の
入
札
参
加
申
請
の
受
付
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

※
埼
玉
県
電
子
入
札
共
同
シ
ス
テ

ム
へ
の
申
請
と
な
り
ま
す
。

①
新
規
事
業
者

受
付
期
間　

９
月
14
日
㈫
～
10
月

　

１
日
㈮

申
請
方
法　

書
類
に
よ
る
審
査

②
更
新
事
業
者

受
付
期
間　

10
月
18
日
㈪
～
11
月

　

30
日
㈫

申
請
方
法　

電
子
申
請
に
よ
る
更

　

新
申
請
後
、
必
要
書
類
を
送
付

※
更
新
事
業
者
と
は
、
平
成
21
・

22
年
度
に
お
け
る
埼
玉
県
電
子
入

札
共
同
シ
ス
テ
ム
の
入
札
参
加
資

格
を
有
し
、
シ
ス
テ
ム
の
Ｉ
Ｄ
番

号
を
保
有
し
て
い
る
事
業
者
で
す
。

参
加
資
格
の
有
効
期
間

　

平
成
23
年
４
月
１
日
～
平
成
25

　

年
３
月
31
日

説
明
会（
主
に
新
規
申
請
者
対
象
）

※
申
請
書
類
・
受
付
時
間
・
会
場
・

説
明
会
資
料
等
は
、埼
玉
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

★
財
政
課
☎
�
１
１
６
５

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

の
外
部
審
査
員
を
募
集

　

市
で
は
、
環
境
に
配
慮
し
た
行

政
経
営
を
目
指
し
て
、
環
境
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ

ム
が
適
正
に
運
用
さ
れ
て
い
る
か

を
審
査
す
る
た
め
の
外
部
審
査
員

を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

市
の
環
境
行
政
に
関

　

心
の
あ
る
20
歳
以
上
の
市
内
在

　

住
者
（
既
に
市
の
審
議
会
等
の

　

委
員
に
３
機
関
以
上
委
嘱
さ
れ

　

て
い
る
人
は
除
く
）

募
集
人
員　

３
人

任
期　

10
月
か
ら
２
年
間

応
募
方
法　

任
意
の
用
紙
に
、
住

　

所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電

　

話
番
号
を
記
入
の
う
え
、「
地
球

　

環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」

　

に
関
す
る
意
見
等
を
８
０
０
字

　

以
内
に
ま
と
め
て
、
環
境
推
進

　

課
（
市
役
所
４
階
）
へ
郵
送
又

　

は
直
接
持
参

応
募
締
切　

８
月
27
日
㈮（
必
着
）

選
考
方
法　

書
類
選
考

※
結
果
は
応
募
者
あ
て
に
通
知
し

ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
環
境
推
進
課
☎
�
１
１
７
３

老人福祉センターつきみ荘の休館日　 　☎�３６９６

２日㈪・９日㈪・16日㈪・23日㈪・30日㈪・９月６日㈪

余熱利用施設湯かっこの休館日　　 　　☎�８１２６

２日㈪・９日㈪・16日㈪・23日㈪・30日㈪・９月６日㈪

ボートレース戸田（埼玉県都市競艇組合主催）開催日程

11日㈬～ 15 日㈪、31日㈫～９月５日㈰
※本庄市は埼玉県都市競艇組合に加入しており、組合
からの配分金をさまざまな事業に活用しています。

今月の納税納付［納期限：８月31日㈫］
・市県民税　　２期　・国民健康保険税　　　　２期
・介護保険料　２期　・後期高齢者医療保険料　２期

−市税夜間収納窓口のお知らせ−
日時　８月27日㈮　　　午後５時15分～７時
場所　・市役所１階　　収納課　☎�１１２０　
　　　・総合支所１階　市民福祉課税務係
　　　　　　　　　　　☎�１３３１（内線３２２）
※市役所へお越しの際は庁舎東側の夜間休日受付通用口
を、総合支所へお越しの際は正面玄関をご利用ください。

お
知
ら
せ

※
声
の
広
報
（
録
音
テ
ー
プ
）
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

★
秘
書
広
報
課
☎
�
１
１
５
５

日程 時間 場所
①８月９日㈪ 午後１時30分～ 秩父宮記念

市民会館　
②８月11日㈬ 午前９時30分～ 川越西文化
③８月11日㈬ 午後１時30分～ 会館　　　
④８月12日㈭ 午前９時30分～ パストラル
⑤８月12日㈭ 午後１時30分～ かぞ　　　
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自
衛
官
を
募
集

　

防
衛
省
で
は
、
自
衛
官
等
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

受
付
期
間　

８
月
１
日
㈰
～
９
月

　

10
日
㈮
〔
自
衛
官
候
補
生
（
男

　

子
）
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。〕

※
説
明
会
や
個
別
説
明
を
随
時
行
っ

て
い
ま
す
。

＊
資
料
の
請
求
・
お
問
い
合
わ
せ 

　

は
左
記
へ

★
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
熊

　

谷
地
域
事
務
所
☎
０
４
８
―
５

　

２
２
―
４
８
５
５

「
第
 18    
回
本
庄
市
文
化
展
」
の

作
品
を
募
集　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

11
月
19
日
㈮
か
ら
21
日
㈰
ま
で

開
催
さ
れ
る
「
第
18
回
本
庄
市
文

化
展
」
の
出
展
作
品
を
募
集
し
ま

す
。

搬
入　

11
月
18
日
㈭　

午
後
１
時
～

会
場　

市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

募
集
品
目　

絵
画
、
写
真
、
陶
芸
、

　

彫ち
ょ
う
そ塑
、
書
、
手
工
芸
（
パ
ッ
チ

　

ワ
ー
ク
、
し
し
ゅ
う
等
）、
木

　

工
芸
、
そ
の
他

※
募
集
品
目
に
よ
り
規
格
が
異
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
茂
木
（
☎

０
５
０
―
８
６
０
０
―
３
０
３
２
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格　

本
庄
市
又
は
近
郊
在

　

住
で
高
校
生
以
上
の
人

出
品
料　

８
５
０
円
（
１
人
１
点

　

の
み
）

申
込　

８
月
20
日
㈮
ま
で
に
、
は

　

が
き
で
左
記
へ

郵
送
先　

〒
３
６
７
―
０
０
０
２

　

本
庄
市
仁
手
２
６
１
―
１　

茂

　

木　

豊
章

※
締
切
日
ま
で
に
申
し
込
む
と
、

作
品
目
録
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

★
中
央
公
民
館
☎
�
２
７
９
８

☎0120-22-3752
思い出の街から
希望の街へ…夢運びます

募集区分 受験資格 試験日
一般曹候補生
（第２回）

・日本国籍を有し、18歳
　以上27歳未満の人

９月18日㈯

自衛官候補生
男子：受付時にお知らせし
　　　ます。
女子：９月26日㈰から29日
　　　㈬までのうち１日

航空学生
・日本国籍を有し、18歳
　以上21歳未満の人
・高等学校卒業者又は卒
　業見込みの人

９月23日㈷

学校の校庭に芝生を

　本庄市では、昨年より㈶日本サッカー協会（ＪＦＡ）
名誉会長の川淵三郎氏をお迎えし、市民一人1スポー
ツの実現に向けた「川淵三郎塾」を開き、体育協会・
体育指導員はじめ各種スポーツ団体の代表と川淵
キャプテンとの懇談会などを経て、いくつかの事業を
行っています。
　その一つとして、学校の校庭の芝生化を推進しよ
うということになり、第一弾として秋平小学校の校庭
が選ばれました。この背景には、学校と学校応援団を
はじめ地元の協力が得られたということがあります。
芝生は「手入れ」が必要です。そのためには地域の協
力が欠かせません。秋平地区は昔から学校と地元の
結びつきが強いので、校庭芝生化についても温かい
ご理解をいただいたと聞いております。
　この芝生の苗は、ＪＦＡから無償提供されました。
ＪＦＡの「Jリーグ百年構想」では、市民が芝生の上で

スポーツに親しめる環境づくりを全国的に応援する
ことを掲げており、本市の川淵三郎塾の存在もあって、
今回の苗の提供につながったものです。
　６月26日、秋平小には朝８時半から３００人以上の
方々が集まりました。学校の先生やＰＴＡ、学校応援
団の皆さんはもとより、各種団体、スポーツ関係者の
皆さん、そして外部から早稲田大学、ＪＦＡ、埼玉県関
係者と多くの方々にお手伝いをいただき、校庭のグラ
ウンドの中に芝生の苗12,360本を植えました。
　折りしも、岡田監督率いるサッカー日本代表が南ア
Ｗ杯でベスト16入りを果たした本年、必勝を祈願し
ただるまを贈った日本神社のある地域の小学校に、Ｊ
ＦＡからの芝生が植えられた、というのも喜ばしいこ
とです。今後芝が生えた後、多くの子どもたちに跳び
回って遊んで欲しいし、地元の皆様にも親しんで欲し
い、そう願っております。
　今後とも順次、先生方と地元の協力が得られる学
校から、校庭の芝生化を進めていきます。
　　　　　　　　　　　　本庄市長
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埼
玉
県
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
再
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

受
講
生
を
募
集

　

結
婚
・
出
産
を
機
に
退
職
し
た

け
れ
ど
、
も
う
一
度
働
き
た
い
と

考
え
て
い
る
女
性
を
対
象
に
し
た

セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
通
し
て
再
就
職
へ
の
第
一
歩

を
考
え
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
が
同
伴
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

日
時　

９
月
３
日
㈮　

午
前
10
時
～

会
場　

い
ず
み
保
育
所
子
育
て
支 

　

援
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

無
料

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

申
込　

８
月
10
日
㈫
か
ら
電
話
で

　

左
記
へ

★
い
ず
み
保
育
所
☎
�
４
８
９
１

保
護
者
の
た
め
の
「
わ
が
子
」

の
自
立
支
援
セ
ミ
ナ
ー
受
講
生

を
募
集　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

フ
リ
ー
タ
ー
や
ニ
ー
ト
、
高
校

生
の
お
子
さ
ん
の
進
路
で
悩
む
保

護
者
の
た
め
に
、
自
立
支
援
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　
「
ウ
チ
の
子
、
こ
の
ま
ま
で
平

気
か
し
ら
…
」、「
こ
の
ま
ま
放
っ

て
お
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
け
ど
、

ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
し
ら
…
」

な
ど
と
不
安
を
感
じ
た
ら
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月
28
日
㈯　

午
後
１
時

　

30
分
～
４
時
30
分

会
場　

中
央
公
民
館　
　
　

講
師　

若
者
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

　

職
員

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

申
込　

電
話
で
若
者
自
立
支
援
セ

　

ン
タ
ー
埼
玉
（
☎
０
４
８
―
２

　

５
５
―
８
６
８
０
）
へ

★
商
工
課
☎
�
１
１
７
５

手
話
講
習
会
「
入
門
講
座
」
受

講
生
を
募
集　

　　

初
め
て
の
人
向
け
の
手
話
講
習

会
で
す
。

日
時　

９
月
３
日
か
ら
12
月
10
日

　

ま
で
の
毎
週
金
曜
日　

全
15
回

　

午
後
７
時
～
９
時

会
場　

市
民
プ
ラ
ザ
多
目
的
ホ
ー

　

ル
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

費
用　

実
費
（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
込　

８
月
９
日
㈪
か
ら
27
日
㈮

　

ま
で
に
電
話
で
左
記
へ

★
福
祉
課
☎
�
１
１
２
５
・
蕭
�

　

１
９
６
３

共
学
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

講
座
受
講
生
を
募
集

　

地
域
と
学
校
が
連
携
し
、
障
害

の
あ
る
子
も
な
い
子
も
地
域
で
い
っ

し
ょ
に
育
ち
、
共
に
学
ぶ
た
め
に

は
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
理
解
と

支
援
が
必
要
で
す
。
こ
の
講
座
で

は
、
本
庄
特
別
支
援
学
校
の
子
ど

も
た
ち
と
の
交
流
・
授
業
体
験
な

ど
を
行
い
ま
す
。
私
た
ち
に
で
き

る
こ
と
を
い
っ
し
ょ
に
考
え
て
い

き
ま
せ
ん
か
。

対
象　

児
玉
郡
市
在
住
・
在
勤
者

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

申
込　

８
月
９
日
㈪
か
ら
電
話
で

　

左
記
へ

★
本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
�

　

２
７
５
５

赤
十
字
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
セ
ミ
ナ
ー
【
第
２
期
】
の
参

加
者
を
募
集

　

災
害
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
非

常
食
体
験
試
食
な
ど
を
通
じ
て
、

広
く
県
民
の
防
災
（
災
害
）
に
対

す
る
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

日
時　

９
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰　

　

午
前
９
時
40
分
～
午
後
５
時
40

　

分
※
原
則
２
日
間
参
加
で
す
。

会
場　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
彩

　

華
園（
熊
谷
市
上
川
上
２
６
６
）

対
象　

15
歳
以
上
の
人

定
員　

40
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

費
用　

５
０
０
円
（
教
材
費
等
）

申
込　

は
が
き
に
コ
ー
ス
名
（
セ

　

ミ
ナ
ー
第
２
期
）・
郵
便
番
号
・

　

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・

　

性
別
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号

　

を
記
入
の
う
え
、
８
月
19
日
㈭

　

ま
で
に
郵
送
（
必
着
）

郵
送
先　

〒
３
３
０
―
０
０
６
２

　

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
仲
町
３
―

　

２
―
23　

日
本
赤
十
字
社
埼
玉

　

県
支
部
救
護
・
講
習
課

★
日
本
赤
十
字
社
本
庄
市
地
区（
本

　

庄
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）
☎

　

�
２
７
５
５

ペ
ッ
ト
の
ふ
ん

捨
て
逃
げ
禁
止
!!

ふ
ん
の
片
づ
け
は

　

飼
い
主
の
責
任
で
す

必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

回 内容 日程 時間 会場

１ 趣旨説明
支援籍学習とは ９月９日㈭ 午前10時～

　　　11時30分
本庄特別支
援学校２ ボランティア体験 10月12日㈫から29日

㈮までの２日間※
午前８時45分～
　　　午後３時

３ ふれあいスポーツ
交流会 10月31日㈰ 午前９時50分～

　　　11時30分

４ 情報交換 11月11日㈭ 午前10時～
　　　11時45分 市民プラザ

※１日及び半日の各実施日を選択して実施。（ただし、19日㈫を除く。）
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前
原
児
童
セ
ン
タ
ー
に
お
出
か

け
く
だ
さ
い

◆
万
華
鏡
を
作
ろ
う

　

身
近
な
物
を
使
っ
て
万
華
鏡
を

作
り
ま
し
ょ
う
。

日
時　

８
月
21
日
㈯　

午
前
10
時
～

対
象　

小
学
生

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

申
込　

８
月
９
日
㈪
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
左
記
へ

★
前
原
児
童
セ
ン
タ
ー
☎
�
９
８

　

２
０

日
の
出
保
育
園
子
育
て
支
援
事

業
「
す
く
す
く
広
場
」
の
お
知

ら
せ

　

毎
月
、
楽
器
を
使
っ
た
リ
ズ
ム

遊
び
・
制
作
・
親
子
体
操
な
ど
楽

し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

①
跳
ん
で
投
げ
て
体
操
あ
そ
び

日
時　

８
月
17
日
㈫　

午
前
10
時
～

　

11
時

②
一
日
保
育
園
体
験
（
給
食
付
）

日
時　

９
月
２
日
㈭　

午
前
10
時
～

　

午
後
０
時
30
分

③
一
日
保
育
園
体
験
（
給
食
付
）

日
時　

９
月
７
日
㈫　

午
前
10
時
～

　

午
後
０
時
30
分

④
お
芋
掘
り
体
験

日
時　

10
月
30
日
㈯　

午
前
10
時
～

　

11
時
30
分

《
①
～
④
共
通
》

会
場　

日
の
出
保
育
園
保
育
室

対
象　

３
歳
以
下
の
子
ど
も
と
保

　

護
者

定
員　

15
組
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

＊
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

　

左
記
へ

★
日
の
出
保
育
園
☎
�
５
２
６
３

市
民
民
踊
大
会
を
開
催

日
時　

８
月
22
日
㈰

　

受
付　

午
後
５
時
30
分
～

　

開
始　

午
後
６
時

会
場　

市
民
プ
ラ
ザ
前
庭

※
雨
天
の
場
合
は
、
市
民
プ
ラ
ザ

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
変
更

参
加
費　

無
料

服
装　

自
由

申
込　

当
日
会
場
で
受
付

＊
詳
し
く
は
、市
民
踊
レ
ク
連
盟
・

　

日
向
（
☎
�
３
３
０
３
）
へ

夏
の
夜
の
「
親
子
テ
ィ
ー
ボ
ー

ル
教
室
」
を
開
催

　

テ
ィ
ー
の
上
に
置
い
た
ボ
ー
ル

を
バ
ッ
ト
で
打
つ
、
だ
れ
で
も
楽

し
め
る
軽
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

夏
休
み
の
思
い
出
に
、
夜
間
照

明
の
市
民
球
場
で
ゲ
ー
ム
を
楽
し

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

８
月
29
日
㈰　

午
後
６
時

　

30
分
～
８
時
30
分
（
雨
天
中

　

止
）

会
場　

本
庄
総
合
公
園
市
民
球
場

対
象　

市
内
在
住
の
小
学
４
～
６

　

年
生
と
保
護
者

定
員　

40
人
（
20
組
）

用
意　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
運

　

動
靴
、
グ
ロ
ー
ブ
（
持
っ
て
い

　

る
人
）

申
込　

８
月
12
日
㈭
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
左
記
へ

★
体
育
課
☎
�
１
１
５
２

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
を
開
催

日
時　

９
月
４
日
㈯
・
11
日
㈯　

　

全
２
回　

午
後
１
時
30
分
～
３

　

時
30
分

会
場　

共
和
公
民
館

講
師　

ウ
ォ
ー
ク
こ
だ
ま
指
導
員

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
者

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

用
意　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
室

　

内
用
運
動
靴

申
込　

８
月
10
日
㈫
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
体
育
課
へ

＊
内
容
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

　

せ
は
、
ウ
ォ
ー
ク
こ
だ
ま
・
秋

　

山
（
☎
�
１
７
９
４
）
へ

★
体
育
課
☎
�
１
１
５
２

市
民
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会
を
開
催

日
時　

９
月
５
日
㈰

　

受
付　

午
前
８
時
30
分
～

　

試
合
開
始　

午
前
９
時
10
分

会
場　

市
民
体
育
館

対
象　

女
子
チ
ー
ム
又
は
混
合
チ
ー

　

ム
参
加
費

・
一
般
チ
ー
ム　

３
、
０
０
０
円

・
協
会
加
盟
チ
ー
ム１

、
０
０
０
円

申
込　

８
月
25
日
㈬
午
後
７
時
30

　

分
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

　

タ
ー
で
組
合
せ
抽
選
会
を
行
い

　

ま
す
。
参
加
希
望
チ
ー
ム
は
、

　

参
加
費
を
持
参
の
う
え
、
抽
選

　

会
に
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
詳
し
く
は
、
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協

　

会
・
篠
塚
（
☎
�
３
４
４
７
）

　

へ
郡
市
テ
ニ
ス
大
会
を
開
催

日
程　

９
月
５
日
㈰
（
12
日
㈰
は

　

予
備
日
）　

受
付　

午
前
８
時
30
分
ま
で

会
場　

上
里
町
長
久
保
公
園
テ
ニ

　

ス
コ
ー
ト
（
ハ
ー
ド
コ
ー
ト
２

　

面
、
オ
ム
ニ
コ
ー
ト
２
面
）

種
目　

男
子
ダ
ブ
ル
ス
・
女
子
ダ

　

ブ
ル
ス
・
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス

※
重
複
エ
ン
ト
リ
ー
は
で
き
ま
せ

ん
。

参
加
資
格　

児
玉
郡
市
在
住
・
在

　

勤
者
（
学
生
は
参
加
で
き
ま
せ

　

ん
）
及
び
各
郡
市
テ
ニ
ス
協
会

　

会
員

※
本
大
会
に
お
け
る
過
去
の
優
勝

ペ
ア
で
の
エ
ン
ト
リ
ー
は
、
で
き

ま
せ
ん
。

参
加
費　

１
、０
０
０
円
（
１
組
）

申
込　

８
月
８
日
㈰
か
ら
22
日
㈰

　

ま
で
に
、
①
②
い
ず
れ
か
の
方

　

法
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

①
参
加
費
を
添
え
て
、
上
里
町
体

　

育
協
会
・
友
永
（
☎
０
９
０
―

　

６
１
３
６
―
７
２
７
３
）
へ

②
ペ
ア
の
氏
名
・
住
所
・
連
絡
先
・

　

所
属
団
体
又
は
勤
務
先
を
明
記

　

の
う
え
、
電
子
メ
ー
ル
（kjto

　

m
22tei27@

kcf.biglobe.ne.

　

jp

）
で
事
務
局
へ

※
電
子
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
の
場

合
、
参
加
費
の
支
払
い
方
法
は
、

申
し
込
み
時
に
確
認
し
ま
す
。

＊
詳
し
く
は
、上
里
町
体
育
協
会
・

　

友
永
へ



公

民

館
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市
民
柔
道
大
会
を
開
催

日
時　

９
月
12
日
㈰

　

受
付　

午
前
８
時
30
分
～

　

開
始　

午
前
９
時
30
分

会
場　

武
道
館

競
技
方
法　

学
年
別
、
一
般
、
男

　

女
別
個
人
戦

参
加
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
・

　

在
学
者
、
連
盟
又
は
ス
ポ
ー
ツ

　

少
年
団
加
入
者

参
加
費　

無
料

申
込　

９
月
１
日
㈬
ま
で
に
電
話

　

で
左
記
へ

＊
詳
し
く
は
、柔
道
連
盟
・
巴
（
☎

　

�
１
１
７
１
）
へ

第
 35    
回
市
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
を
開
催

日
程　

９
月
19
日
㈰
・
26
日
㈰
・

　

10
月
３
日
㈰

会
場　

山
王
堂
グ
ラ
ウ
ン
ド

種
目　

１
部
、
２
部
、
実
年
、
小

　

学
生
（
男
子
・
女
子
）

参
加
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
者

　

で
構
成
す
る
チ
ー
ム

参
加
費　

・
一
般
チ
ー
ム　

６
、
０
０
０
円

・
協
会
加
盟
チ
ー
ム

　

４
、
０
０
０
円

申
込　

８
月
31
日
㈫
ま
で
に
電
話

　

で
左
記
へ

＊
詳
し
く
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協

　

会
・
星
野（
☎
�
４
６
８
２
）へ

◎
開
催
場
所
の
記
載
が
な
い
も
の

は
、
主
催
公
民
館
が
会
場
で
す
。

申
し
込
み
は
い
ず
れ
も
午
前
８
時

30
分
か
ら
で
す
。

中
央
公
民
館　

☎
�
２
７
９
８

◆
骨
盤
ダ
イ
エ
ッ
ト
教
室　

　

骨
盤
を
調
整
し
て
ゆ
が
み
を
解

消
し
、
引
き
締
め
効
果
で
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
健
康
な
体
を
作
り
ま

せ
ん
か
。

日
時　

９
月
６
日
か
ら
10
月
４
日

　

ま
で
の
毎
週
月
曜
日
（
９
月
20

　

日
㈷
を
除
く
）　

全
４
回　

午

　

前
10
時
～
11
時
30
分

講
師　

染
谷　

信
子　

先
生

定
員　

30
人
（
先
着
順
）　

費
用　

無
料

用
意　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
又
は
厚
み
の

　

あ
る
マ
ッ
ト
、
運
動
の
で
き
る

　

服
装
、
飲
み
物

申
込　

８
月
13
日
㈮
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

◆
料
理
教
室

　

地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
行
わ

れ
て
い
る
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
で

お
な
じ
み
の
、
ゴ
ー
ヤ
を
使
っ
た

料
理
を
い
ろ
い
ろ
作
り
ま
す
。

日
時　

９
月
８
日
㈬　

午
前
９
時

　

30
分
～
正
午

講
師　

森
谷　

典
子　

先
生

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

費
用　

４
０
０
円

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、

　

手
ふ
き

申
込　

８
月
17
日
㈫
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

◆
９
月
の
パ
ソ
コ
ン
無
料
開
放
日

　

初
級
者
で
パ
ソ
コ
ン
を
練
習
し

た
い
人
は
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
事
前
の
申
し
込
み
は
不

要
で
す
。
当
日
直
接
公
民
館
へ
。

開
放
日　

毎
週
火
・
金
曜
日

時
間　

午
前
９
時
～
正
午
、
午
後

　

１
時
～
４
時

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
指
導
者
が
常

駐
し
、
初
級
者
レ
ベ
ル
の
内
容
で

あ
れ
ば
対
応
し
ま
す
。
ま
た
、
９

月
３
日
㈮
は
、
午
前
９
時
か
ら
正

午
ま
で
パ
ソ
コ
ン
相
談
日
と
し
て

指
導
員
も
常
駐
し
ま
す
。

本
庄
公
民
館　

☎
�
７
３
８
３

◆
太
極
拳
教
室

　

無
理
な
く
ゆ
っ
く
り
と
体
を
動

か
し
、
血
流
を
良
く
し
て
若
さ
と

健
康
を
ア
ッ
プ
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

日
時　

９
月
13
日
㈪
・
27
日
㈪
・

　

10
月
４
日
㈪
・
18
日
㈪　

全
４

　

回　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

会
場　

市
民
プ
ラ
ザ
ア
ー
ト
ギ
ャ

　

ラ
リ
ー

講
師　

吉
永　

麻
里
子　

先
生

定
員　

20
人
（
先
着
順
）　
　
　

費
用　

無
料

用
意　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
運

　

動
靴
（
ひ
も
付
き
）

申
込　

８
月
23
日
㈪
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

◆
七
宝
焼
教
室

　

七
宝
焼
で
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
ペ

ン
ダ
ン
ト
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

９
月
21
日
㈫
・
28
日
㈫　

　

全
２
回　

午
前
９
時
30
分
～
11

　

時
30
分      

講
師　

本
庄
公
民
館
七
宝
焼
ク
ラ

　

ブ
の
み
な
さ
ん

定
員　

15
人
（
先
着
順
）　
　
　

費
用　

１
、
２
０
０
円　
　
　
　

申
込　

８
月
31
日
㈫
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

◆
秋
の
寄
せ
植
え
教
室

　

涼
風
を
感
じ
さ
せ
る
秋
の
代
表

的
な
草
花
を
集
め
て
、
寄
せ
植
え

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

９
月
15
日
㈬　

午
前
９
時

　

30
分
～
11
時
30
分　

講
師  

小
松　

和
夫　

先
生

定
員　

20
人
（
先
着
順
）　
　
　

費
用　

５
０
０
円

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
軍
手

申
込　

８
月
25
日
㈬
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

本
庄
東
公
民
館
☎
�
３
４
０
４

◆
健
康
体
操
教
室

　

ツ
ボ
押
し
ス
ト
レ
ッ
チ
、
腹
式

呼
吸
や
ス
ロ
ー
筋
ト
レ
で
、
全
身

の
コ
リ
を
ほ
ぐ
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

９
月
２
日
か
ら
16
日
ま
で

　

の
毎
週
木
曜
日　

全
３
回　

午

　

前
10
時
～
11
時
30
分

講
師　

渡
辺　

京
子　

先
生

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料　

用
意　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
室

　

内
用
運
動
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み

　

物
申
込　

８
月
12
日
㈭
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

北
泉
公
民
館　

☎
�
２
４
８
４

◆
初
心
者
太
極
拳
教
室

　

太
極
拳
の
基
本
を
学
び
、
健
康

の
保
持
増
進
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

日
時　

８
月
25
日
か
ら
９
月
22
日

　

ま
で
の
毎
週
水
曜
日
（
９
月
15

　

日
㈬
を
除
く
）　

全
４
回　

午

　

後
１
時
30
分
～
３
時　

講
師　

渡
辺　

竹　

先
生

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料　
　

用
意　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
底

　

の
柔
ら
か
い
靴
（
ス
ニ
ー
カ
ー

　

以
外
）、
タ
オ
ル

申
込　

８
月
12
日
㈭
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ
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た
の
し
い
お
は
な
し
会

★
児
玉
分
館

日
時　

８
月
14
日
㈯　

午
前
11
時
～

　

11
時
30
分

会
場　

児
玉
分
館
児
童
コ
ー
ナ
ー

内
容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

協
力　
「
こ
だ
ま
お
話
し
の
会
」・

　
「
語
り
の
会
言こ

と
よ
り依
」
の
み
な
さ
ん

ビ
デ
オ
上
映
会
（
本
館
）

日
時　

８
月
21
日
㈯　

午
後
２
時
～

会
場　

図
書
館
視
聴
覚
室

内
容　

ア
ニ
メ
『
オ
ズ
の
魔
法
使

　

い
』

定
員　

80
人
（
当
日
先
着
順
）

絵
本
と
わ
ら
べ
う
た
の

お
は
な
し
会
（
本
館
）

日
時　

８
月
５
日
㈭
・
９
月
２
日

　

㈭　

午
前
11
時
～
11
時
30
分

会
場　

図
書
館
児
童
室
ブ
ッ
ク
ス

　

タ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー

内
容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ

　

ら
べ
う
た
な
ど

対
象　

保
育
園
・
幼
稚
園
入
園
前

　

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

新
着
図
書
案
内
（
本
館
）

★
今
月
の
一
般
図
書

群
馬
の
逆
襲　
　

木
部 

克
彦 

著

火
群
の
ご
と
く

　
　
　
　
　

あ
さ
の 

あ
つ
こ 

著

美
は
乱
調
に
あ
り

　
　
　
　
　
　

瀬
戸
内 

寂
聴 

著

ふ
わ
ふ
わ
、
し
っ
と
り
、
と
ろ
け

　

る
シ
フ
ォ
ン

　
　
　
　
　
　

中
山 

真
由
美 

著

北
へ
の
旅　
　
　
　

椎
名 

誠 

著

人
生
の
法
則　
　

香
山 

リ
カ 

著

★
今
月
の
児
童
図
書

地
球
温
暖
化
図
鑑

　
　
　
　
　

布
村 

明
彦 

ほ
か
著

か
ら
す
の
せ
っ
け
ん

　
　
　
　
　
　

山
脇 

百
合
子 

絵

電
気
の
大
研
究

　

川
村 

康
文 

監
修

赤
羽
末
吉
の
絵
本

　
　
　
　
　
　
　

赤
羽 

末
吉 

絵

徳
田
さ
ん
ち
は
お
ば
け
の
一
家

　
　
　
　
　
　

ね
じ
め 

正
一 

作

本
の
虫
で
は
な
い
の
だ
け
れ
ど

　
　
　
　
　
　

清
水 
眞
砂
子 

著

新
着
図
書
案
内
（
児
玉
分
館
）

★
今
月
の
一
般
図
書

こ
ん
な
の　

は
じ
め
て
？

　
　
　
　
　
　
　

酒
井 

順
子 

著

月
の
恋
人　
　
　

道
尾 

秀
介 

著

鉄
道
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
紀
行

　
　
　
　
　

芦
原 

伸 

取
材
・
文

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
シ
ョ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　

林 

信
行 

著

午
後
６
時
の
経
済
学

　
　
　
　
　
　
　
　

竹
内 

宏 

著

子
ど
も
を
生
活
習
慣
病
に
し
な
い

　

食
卓　
　
　
　

北
川 

博
敏 

著

濱
田
美
里
の
お
う
ち
カ
レ
ー

　
　
　
　
　
　
　

濱
田 

美
里 

著

体
を
強
く
す
る
サ
ラ
ダ
ジ
ュ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
　

浜
内 

千
波 

著

★
今
月
の
児
童
図
書

ね
え　

あ
そ
ぼ　

　
　
　
　

長
野 

ヒ
デ
子 

作
・
絵

わ
す
れ
ん
ぼ
う
の
ね
こ　

モ
グ

　
　
　

ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
カ
ー 

作

た
ま
ご
の
な
か
に
い
る
の
は
だ
あ

　

れ
？　
　

ミ
ア
・
ポ
サ
ダ 

作

楽
し
い
！
お
い
し
い
！
小
学
生
の

　

ク
ッ
キ
ン
グ
で
自
由
研
究

　
　
　
　
　
　

尾
嶋 

好
美 

監
修

川
の
カ
エ
ル
と
生
き
も
の
た
ち

　
　
　
　

松
橋 

利
光 

写
真
・
文

夏
休
み
　
緑
の
と
し
ょ
か
ん

～
す
ず
し
い
木
か
げ
の

お
は
な
し
会
～

日
時　

８
月
20
日
㈮　

午
前
10
時
～

　

11
時

会
場　

若
泉
運
動
公
園
せ
せ
ら
ぎ

　

広
場（
雨
天
時
は
図
書
館
本
館
）

内
容　

大
型
絵
本
や
紙
芝
居
の
読

　

み
聞
か
せ
、
シ
ャ
ボ
ン
玉
遊
び

　

な
ど

協
力　
「
読
み
聞
か
せ
サ
ー
ク
ル

　

本
庄
ほ
ん
の
会
」
の
み
な
さ
ん

夏
休
み
　
て
づ
く
り
工
作
教
室

～
す
て
き
な
切
り
紙
～

　

自
然
の
生
き
も
の
を
切
り
紙
で

作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　

８
月
12
日
㈭　

午
後
２
時
～

　

３
時
30
分

会
場　

図
書
館
本
館
第
二
読
書
室

対
象　

小
学
生　

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

用
意　

よ
く
切
れ
る
は
さ
み
、
鉛

　

筆
、
消
し
ゴ
ム

＊
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

　

図
書
館
本
館
へ

夏
休
み
　

　
映
画
と
お
は
な
し
の
集
い 

《
日
程
・
会
場
》

①
８
月
17
日
㈫　

共
和
公
民
館

②
８
月
18
日
㈬　

セ
ル
デ
ィ

③
８
月
19
日
㈭　

児
玉
公
民
館

《
①
～
③
共
通
》　

時
間　

午
前
10
時
～
11
時

内
容　

大
型
絵
本
や
紙
芝
居
の
読

　

み
聞
か
せ
、
す
ば
な
し
、
人
形

　

劇
の
上
映
な
ど

協
力　
「
こ
だ
ま
お
話
し
の
会
」・

　
「
語
り
の
会
言こ

と
よ
り依
」の
み
な
さ
ん

仁
手
公
民
館　

☎
�
３
５
３
８

◆
手
作
り
ま
ん
じ
ゅ
う
教
室

　

本
庄
に
伝
わ
る
田
舎
ま
ん
じ
ゅ

う
の
作
り
方
を
教
え
ま
す
。

日
時　

９
月
15
日
㈬　

午
前
９
時

　

30
分
～
正
午

講
師　

市
食
生
活
改
善
推
進
員

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

３
５
０
円

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、

　

筆
記
用
具

申
込　

８
月
23
日
㈪
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

児
玉
公
民
館　

☎
�
４
７
８
９

◆
布
ぞ
う
り
作
り
教
室

　

家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
シ
ャ
ツ

や
シ
ー
ツ
を
再
利
用
し
て
、
家
の

中
で
履
く
こ
と
が
で
き
る
ぞ
う
り

を
作
り
ま
す
。

日
時　

８
月
21
日
か
ら
９
月
11
日

　

ま
で
の
毎
週
土
曜
日
（
９
月
４

　

日
㈯
を
除
く
）　

全
３
回　

午

　

前
９
時
30
分
～
正
午

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

用
意　

布
切
れ
30
本
（
幅
５
～
６

　
㎝
・
長
さ
80
～
90
㎝
く
ら
い
）、

　

は
さ
み
、
マ
イ
ナ
ス
ド
ラ
イ

　

バ
ー
、
筆
記
用
具
、
ズ
ボ
ン
着

　

用
申
込　

８
月
14
日
㈯
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・
水
・

　

金
・
土
の
み
受
付
）

み
ん
な
お
い
で
よ
！
　
図
書
館
夏
休
み
の
催
し

本　　館☎�３７４６
児玉分館☎�１７８３

開館時間／午前９時30分～午後６時15分
休館日／毎週月曜日
　　　　31日㈫（館内整理日）
ホームページアドレス

http://www.lib.honjo.saitama.jp/



日　程
前原つどいの広場

｢水曜ルンルンタイム｣
午前10時～11時

日の出つどいの広場
「ひよっこ」

午前10時30分～11時30分

児玉つどいの広場
「水曜ワクワクタイム」

午前10時～11時
８月４日㈬

水遊び（着替えとタオルを持参）

本庄子育てネットの｢ママサロン｣ 誕生会とパネルシアター
８月11日㈬ うちわ作りとプール遊び ちぎり絵あそび
８月18日㈬ お船であそぼうとプール遊び 大型絵本
８月25日㈬ おはなし会とプール遊び 小関先生の ｢お話の玉手箱｣
９月１日㈬ 小関先生の ｢絵本と工作｣ 本庄子育てネットの｢ママサロン｣ 誕生会と折り紙あそび
９月８日㈬ 消防訓練（消防車が来ます） ぶどうを作ろう 敬老の日製作

日　程 内　容 会　場
９月３日㈮ あ～ら　不思議　手品だよ～ 前原児童センター

　実施時間は、各団体により異なります。また、天候等の理由で変更になる場合もありますので、各団体にご確認ください。
日　程 時　間 回 収 場 所 等 問 い 合 わ せ 先

８月15日㈰
午前９時～11時 市役所

回収品目：古紙類・缶類 ハートtoハート　☎�９３００午後１時～３時 市民プラザ
９月５日㈰ 午前９時～11時 総合支所

８月18日㈬ 随時受付 就労継続支援 B 型事業所「佐久間さんち」
（本庄高校北側）

ポノポノ　　　　☎�２１９５
（旧みどり作業所）　　
佐久間さんち　　☎�９３００

｢つどいの広場｣及び｢子育て
サロン｣のお問い合わせは、
各会場の児童センター（「児
玉つどいの広場」は前原児
童センター）へ
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★前原児童センター☎�９８２０

★日の出児童センター☎�０４２０子育て支援のお知らせ（８月〜９月上旬）

　乳幼児の親子が交流する場を開催しています。また、下表の日程で、親子でふれ
あうあそびの講座なども行います。お気軽にお越しください。事前の申し込みは不
要です。
日時　毎週月・水・金曜日　午前９時～午後２時（祝日を除く）
場所　前原児童センター・日の出児童センター・総合支所第２庁舎３階子育て支援室

「つどいの広場」

子育てサロン「ゆうゆう｣ のご案内
時間　午前10時～11時30分

協力　子育て応援団「本庄びすけっと」の

　　　みなさん

※月・金曜日の「つどいの広場」の内容と「児童センターだより」は、市のホームページでご覧になれます。

　お気軽にお越しください。事前の申し込みは不要です。

集 団 資 源 回 収 予 定 表

楽しく取り組むエコ生活〜生ゴミの水切りで一石三鳥〜

資 源 ご み 回 収 量 の 報 告

　“一度生ごみを出し忘れただけで、部屋中に悪臭が…。”こんな経験をしたことがありませんか。夏場は生ごみ
が腐敗するのが早く、みなさんもにおいなどで苦労していることと思います。そこで今回紹介するのは、こうし
た生ごみの「水切りのコツ」です。
　まずは、生ごみを濡らさないことが大切です。野菜の皮や食材の使わない部分は直接ごみ袋へ捨てましょう。
そして、調理台の流しには水切りネット等を使い、最後にひと絞りすると、かなりの水切りが出来ます。生ごみ
の水切りがしっかり出来ていると排出するごみ袋の重量も減りますので、ごみ出しが楽になり、さらに運搬する
際の収集車の燃費も良くなり、CO₂ の発生抑制にもつながります。
　また、水切りがしてあるごみの方が、焼却処分にかかるエネルギーが少なくなります。
　これからは、生ごみの水切りで「においが防げる」、「軽くなる」、「処分が楽」の一石三鳥のエコ生活を始めて
みませんか。

環境推進課 ☎�1172

産業建設課 ☎�1331(内線224）

　６月の本庄市内における回収量は、以下のとおりです。
　ご協力ありがとうございます。（合計37,022㎏）
○生きびん　　3,640㎏　○その他のびん　17,472㎏　○飲料用缶　6,865㎏
○その他の缶　1,401㎏　○ペットボトル　  7,644㎏



県民相談 会場　埼玉県北部地域振興センター
　　　（熊谷地方庁舎１階）

相 談 名 相 談 日 時 な ど 問 い 合 わ せ

県 民
（行政・法律・
心配ごと相談）

毎週月〜金曜日（祝日を除く）
午前９時〜正午、午後１時〜４時
相談員＝県民相談員 北 部 地 域 振 興

センター
☎０４８−５２
２−６５０６

法 律
※予約制

毎月第１・３・４水曜日（祝日
の場合は翌日に振替）
午後１時〜４時
相談員＝弁護士

交通事故

毎週月〜金曜日（祝日を除く）
午前９時〜正午、午後１時〜４時
※相談受付は午後３時30分まで
相談員＝交通事故相談員

北 部 地 域 振 興
センター
☎０４８−５２
１−７３００

相 談 名 相 談 日 時 な ど 会　場 問 い 合 わ せ

行 政 ８月19日㈭　午後１時〜４時

市役所１階 市民相談室
市民課☎�１１１２

法 律
※予約制

８月25日㈬　午後１時〜４時
※８月の相談予約は、７月20日㈫に電話受付開始
※９月の相談予約は、８月20日㈮から電話受付開始

弁 護 士 に
よ る 相 談

９月８日㈬
午後１時〜４時　定員＝６人(先着順)

司法書士に
よ る 相 談

９月15日㈬・22日㈬
午後１時〜４時　定員＝各６人(先着順)

労働法律
※予約制

８月11日㈬　午後１時〜４時　定員＝６人(先着順)
相談員＝弁護士　※７月20日㈫に電話受付開始 

不 動 産
※予約制

９月１日㈬　午後１時〜4時　定員＝6人(先着順)
相談員＝宅地建物取引業本庄支部無料相談員
※８月20日㈮から電話受付開始 

年 金
※予約優先

８月12日㈭・９月９日㈭　午後１時〜４時
相談員＝社会保険労務士　※随時、電話受付

税 務
※予約優先

８月10日㈫　午後１時〜４時
相談員＝税理士　※随時、電話受付

消費生活

毎週月・木曜日（祝日を除く）
午前９時30分〜正午、午後１時〜３時30分 商工課 ☎�１１７５

毎週火・金曜日（祝日を除く）
午前９時30分〜正午、午後１時〜３時30分

上里町役場２階
　　　　　産業振興課

上里町役場産業振興課
 ☎�１２３２

人 権
８月10日㈫　午前10時〜正午、午後１時〜３時 総合支所２階 研修室

人権推進課 ☎�１１５９
８月24日㈫　午前10時〜正午、午後１時〜３時 市役所１階 市民相談室

家庭児童
毎週月〜金曜日(祝日を除く)　午前９時〜午後４時 市役所１階 児童相談室

子育て支援課☎�１１２９毎週月〜金曜日(祝日を除く)　午前９時〜午後４時
※予約制（随時、電話受付） 児玉保健センター

教 育
（不登校等） 毎週月〜金曜日(祝日を除く)　午前９時30分〜午後３時 ふれあい教室

（旧勤労会館２階）

教育支援センター
☎�４２８７

教 育
（いじめ等）

毎週水曜日(祝日を除く)電話相談：午後１時30分〜５時
※面談による相談は、電話相談の時間内に事前予約受付

子どもの心の相談員(臨床心理士)
☎�７３３７

心配ごと

毎週月曜日（祝日を除く） 午後１時〜４時
※相談時間中のご連絡は、☎�８９７６へ 市民プラザ 本庄市社会福祉協議会

☎�２７５５

８月２日㈪・16日㈪・９月６日㈪　午後１時〜４時 総合支所２階 研修室 本庄市社会福祉協議会児玉支所
☎�１２３７

結 婚

毎週水曜日（祝日を除く） 午後１時〜４時
※相談時間中のご連絡は、☎�８９７６へ 市民プラザ 本庄市社会福祉協議会

☎�２７５５

８月11日㈬・25日㈬・９月８日㈬　午後１時〜４時 総合支所２階 研修室 本庄市社会福祉協議会児玉支所
☎�１２３７

市民相談 ( ８月～９月 )　相談は無料、秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。

19 平成22年８月１日号

障害者生活支援センター『さわやか』
☎� 5620　　FAX � 5640

●同じ障害がある人による相談
　①肢体不自由の人　随時受付
　②視覚障害のある人　事前受付
●理学療法士による相談（身体障害のある人）
　　８月21日㈯　午後１時〜３時
　※勤労青少年ホームで実施。
●もの作りクラブ（身体障害のある人・その家族）
　　８月27日㈮　午後１時30分〜３時30分
　※勤労青少年ホームで実施。
●絵手紙教室（身体障害のある人・その家族）
　　８月28日㈯　午前９時30分〜11時30分
　※勤労青少年ホームで実施。
●ボッチャ教室（身体障害のある人・その家族）
　　８月25日㈬　午後１時30分〜３時30分
　※エコーピアで実施。
●パソコン教室（身体障害のある人）
　毎週木曜日　午後１時30分〜３時30分
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内　容 対象となる人 日　時 その他

すくすく相談
( 育児 ･ 栄養相談、計測 ) 相談・計測希望の人 ８月27日㈮

午前９時30分～11時
定員あり。事前に電話予約してく
ださい。

母乳相談 母乳のことで相談がある人 ８月27日㈮
午前９時30分～11時

定員あり。事前に電話予約してく
ださい。

カンガルー広場
( 情報交換 ･ 友達づくりの場 ) ０～２歳児とその保護者 ８月16日㈪

午前９時30分～正午 おやつの持ち込みはできません。

おや親タマゴ

マタニティ
エクササイズ

これからママになる人
会場：本庄市保健センター

９月８日㈬
午前10時～正午

先着 20 人。事前に電話予約してく
ださい。

母乳・沐
もく

浴 これからママ・パパになる人 ８月21日㈯・９月４日㈯
午前９時30分～正午

先着 20 組。事前に電話予約してく
ださい。

●育児相談・学級
【会場】児玉保健センター

※電話による育児相談は随時受け付けています。各相談・教室の予約は、本庄市保健センター（☎�２００３）へ。

内　容 対象となる人（お住まいの地域） 日　程 会　場

★３～４か月児健康診査
平成22年４月生まれ（本庄地域） ８月25日㈬ 本庄市保健センター

平成22年４月～５月生まれ（児玉地域） ９月16日㈭ 児 玉 保 健 セ ン タ ー

☆９～10か月児健康相談 平成21年10月生まれ（市内全域） ８月25日㈬ 本庄市保健センター

★１歳６か月児健康診査
平成21年１月生まれ（本庄地域） ８月23日㈪ 本庄市保健センター

平成21年１月～２月生まれ（児玉地域） ９月15日㈬ 児 玉 保 健 セ ン タ ー

☆２歳児健康相談 平成20年７月生まれ（市内全域） ８月24日㈫ 本庄市保健センター

★３歳児健康診査
平成19年７月生まれ（本庄地域） ８月24日㈫ 本庄市保健センター

平成19年７月～８月生まれ（児玉地域） ９月14日㈫ 児 玉 保 健 セ ン タ ー

●乳幼児健康診査・健康相談
【受付時間】☆印…午前９時30分～10時、★印…午後１時～１時30分

※対象者には通知します。
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児玉保健センター　☎�５５４０ 本庄市保健センター　☎�２００３
※各保健センターへのお問い合わせは
　午前８時30分からです。　

※児玉保健センターは不在の場合もあります。事前に電話でお問い合わせください。

みんなのけんこう
ガイド

『平成 22 年度健康カレンダー』もご覧ください。（お持ちでない人は保健センターまで）

※駐車場は、児玉総合支所又は　
　第２庁舎をご利用ください。

第２庁舎

児玉分署

コンビニ
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ア
ル
コ
ー
ル
が
肝
臓
に
悪
い
こ

と
は
良
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
が
脂
肪
肝
、

肝
炎
、
肝
硬
変
、
肝
が
ん
な
ど
を

引
き
起
こ
す
か
ら
で
す
。
自
分
は

酒
を
飲
ま
な
い
か
ら
安
心
だ
、
と

思
っ
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

今
回
は
、
お
酒
を
飲
ま
な
い
脂
肪

肝
の
中
に
怖
い
脂
肪
肝
炎
が
あ
る
、

と
い
う
お
話
で
す
。
日
本
肝
臓
学

会
だ
け
で
な
く
、
世
界
の
肝
臓
学

会
で
最
も
話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

飲
酒
歴
の
な
い
脂
肪
肝
を
、
非

ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肪
性
肝
疾
患

（
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｌ
Ｄ
：
ナ
ッ
フ
ル
ド
）
と

呼
び
、
あ
ま
り
進
行
し
な
い
単
純

脂
肪
肝
と
、炎
症
や
線
維
化
を
伴
っ

て
肝
硬
変
や
肝
が
ん
へ
と
進
行
す

る
非
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肪
肝
炎

（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
：
ナ
ッ
シ
ュ
）
に
分
類

さ
れ
て
い
ま
す
。
１
９
８
０
年
、

ア
メ
リ
カ
に
あ
る
メ
イ
ヨ
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
医
学
者
Ｌ
ｕ
ｄ
ｗ
ｉ
ｇ
（
ル
ー

ド
ヴ
ィ
ヒ
）
ら
が
、
酒
を
飲
ま
な

い
脂
肪
肝
の
中
に
ア
ル
コ
ー
ル
性

肝
炎
と
良
く
似
た
病
理
組
織
像
を

示
す
患
者
が
い
る
こ
と
を
始
め
て

報
告
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
ア
メ

リ
カ
の
み
な
ら
ず
世
界
で
も
こ
の

病
気
は
し
ば
ら
く
の
間
、
疑
問
視

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
１
９
９
８
年

に
よ
う
や
く
ナ
ッ
シ
ュ
の
疾
患
概

念
は
確
立
し
た
の
で
す
が
、
ま
だ

新
し
い
疾
患
で
す
。

　

日
本
に
お
け
る
ナ
ッ
フ
ル
ド
の

頻
度
は
成
人
で
10
～
30
％
、
ナ
ッ

シ
ュ
は
１
～
３
％
程
度
と
推
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
診
断
は
、
い
ま
だ

信
頼
さ
れ
る
血
液
生
化
学
的
マ
ー

カ
ー
が
な
く
、
次
の
よ
う
に
進
め

ら
れ
ま
す
。

①
非
飲
酒
者
か
ど
う
か

②
超
音
波
、
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど

　

の
画
像
診
断
で
脂
肪
肝
の
診
断

③
他
の
原
因
に
よ
る
肝
疾
患
の
除

　

外

　

こ
こ
ま
で
で
、
ナ
ッ
フ
ル
ド
と

診
断
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

④
肝
組
織
像
で
脂
肪
肝
炎
が
認
め

　

ら
れ
る

　

こ
と
で
ナ
ッ
シ
ュ
と
診
断
出
来

ま
す
。

　

な
お
、
非
飲
酒
者
の
定
義
に
つ

い
て
は
現
在
ま
で
決
ま
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
障
害

を
き
た
さ
な
い
程
度
の
機
会
飲
酒

者
を
含
む
、
と
な
っ
て
い
ま
す
。

お
お
む
ね
、
日
本
酒
１
合
、
ビ
ー

ル
大
び
ん
１
本
、ウ
イ
ス
キ
ー（
ダ

ブ
ル
）
１
杯
程
度
ま
で
、
と
思
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

症
状
は
、
肝
硬
変
に
至
る
ま
で

特
に
あ
り
ま
せ
ん
。
健
康
な
肝
臓

は
、
通
常
３
分
の
１
程
度
し
か
働

い
て
お
ら
ず
、
残
り
は
待
機
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
多
少
障
害

を
受
け
て
も
症
状
が
表
れ
な
い
の

で
す
。
肝
臓
が
沈
黙
の
臓
器
と
言

わ
れ
る
理
由
で
す
。

　

ナ
ッ
シ
ュ
が
引
き
起
こ
す
死
因

は
心
筋
梗こ

う
そ
く塞
、
脳
梗
塞
な
ど
の
心

血
管
疾
患
で
す
。
肝
臓
だ
け
で
な

く
、
全
身
の
病
気
と
考
え
て
く
だ

さ
い
。
多
く
の
人
が
肥
満
に
よ
っ

て
発
症
し
て
い
る
た
め
、
治
療
で

最
も
重
要
な
こ
と
は
減
量
で
す
。

　

肥
満
と
は
、
体
格
指
数
【
Ｂ
Ｍ

Ｉ
＝
体
重（
㎏
）÷
身
長（
m
）の
２
乗
】

が
25
以
上
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

体
格
指
数
は
22
が
適
切
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
ま
で
減
量
で
き

な
く
て
も
、
ま
ず
現
在
の
体
重
か

ら
５
％
減
ら
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

60
㎏
の
人
な
ら
３
㎏
、
80
㎏
の
人

な
ら
４
㎏
が
目
安
で
す
。
脂
肪
肝

と
言
わ
れ
た
人
は
、
さ
っ
そ
く
ご

自
分
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
て
、

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
お
酒
を

飲
ま
な
い
脂
肪
肝
の
中
に
怖
い
脂

肪
肝
炎
が
あ
る
。そ
の
名
は「
ナ
ッ

シ
ュ
」
と
覚
え
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。

夏休みに予防接種を受けましょう

①二種混合（ジフテリア・破傷風）予防接種
　小学校６年生になってからまだ接種していない場合
は、体調の良い時に早めに接種を受けてください。
※13歳未満の人が対象です。
接種期間　平成23年３月31日まで
②麻しん（はしか）・風しん（ＭＲ）予防接種
　特に、麻しんの予防接種は、１回のみの接種では免
疫力が低下するため、２回接種になりました。

《今年度の接種対象者》
・１期　生後12～24月未満
・２期　平成16年４月２日～平成17年４月１日生まれ
・３期　平成９年４月２日～平成10年４月１日生まれ
・４期　平成４年４月２日～平成５年４月１日生まれ

《２・３・４期の人の接種期間》
　平成23年３月31日まで
※不明な点は本庄市保健センターへお問い合わせくだ
さい。

糖尿病に関する講演会

「血糖値の気になるあなたに!!
　　　　　　糖尿病予防のススメ」を開催
　最初のうちは自覚症状
がないけれど、じわじわ
と進んでいくのが糖尿病
です。まだ自分は大丈夫
だと思っていませんか。
健診で血糖値が高いと言
われた人もそうでない人
も、症状が進んでから困らないために、ぜひご
参加ください。
日時　９月９日㈭　午後１時30分～３時
会場　本庄市保健センター
内容　医師による講話
対象　おおむね30歳以上の市内在住者
定員　30人（多数の場合抽選）
申込　９月６日㈪までに本庄市保健センターへ

『平成 22 年度健康カレンダー』もご覧ください。（お持ちでない人は保健センターまで）

非
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肪
肝
炎

医
療
メ
モ

本
庄
市
児
玉
郡
医
師
会
広
報
部
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　８月31日㈫まで、チャイルドシート・シートベルト
着用促進運動を実施しています。
　チャイルドシート・シートベルトは、万が一の事故
のときに、身体への被害を大幅に軽減します。事故の
衝撃、車外放出の危険性はどの席でも同じです。安全
のためにも『後部座席も、しっかりベルト！』を心が
けましょう。
★自治防災課☎�１１１８、総務課☎�１３３１（内
　線２１３）

『成人の祝い』の
　　　　実行委員を募集します

チャイルドシート・シートベルト
着用促進運動実施中！

　市では、来年１月９日㈰に開催予定の『成人の祝い』を企
画・実行する実行委員を新成人のみなさんから募集します。
　内容は式典やアトラクションの企画・実行、記念品の選定
などです。
　久しぶりに再会する友人たちといっしょに思い出に残るす
ばらしい成人式にしてみませんか。
募集人員　15 人（多数の場合抽選）
申込　８月９日㈪から 27 日㈮までに、下記へ申し込みくだ
　さい。
★生涯学習課☎�３２４８・蕭�１６７７

同級生といっしょに大切なイベントを作りませんか

８月１日㈰ 中 村 外 科 医 院 日の出３丁目 ☎�６２１１

８月８日㈰ 西 澤 整 形 外 科 上里町七本木 ☎�０６００

８月15日㈰ 根 岸 医 院 児玉町児玉 ☎�００７１

８月22日㈰ 服 部 ク リ ニ ッ ク 東台４丁目 ☎�４６７１

８月29日㈰ 春 山 眼 科 医 院 けや木１丁目 ☎�２１６０

９月５日㈰ ヒグチクリニック 栗 崎 ☎�５３００

ご利用ください！小児救急電話相談｢#8000｣
　休日や夜間のお子さんの急病時に
ご 利 用 く だ さ い 。 県 内 で あ れ ば 、
プッシュ回線の電話や携帯電話から
「#8000」を押すとつながります。
（相談料無料・通話料利用者負担）
受付時間
・月曜日～土曜日 午後７時～11時
・日曜日、祝日、年末年始 午前９時～
　午後11時

★119番は、緊急時（火災やけが
人など）の受付専用電話番号で
す。夜間など、時間外に診療可能
な病院については、児玉郡市広域
消防本部指令課（☎�1119）でご
案内していますので、ご利用くだ
さい。ただし、診療科目によって
は、県外や児玉郡市以外の病院を
ご案内する場合もあります。

●本庄市児玉郡医師会立本庄市休日急患診療所
　( 本庄市保健センター内☎�３３２２)
　　診療時間　午前９時～正午、午後１時～４時、午後７時～ 10 時
　　診療科目　内科系疾患
　　※健康保険証を持参してください。
●在宅当番医療機関
　　診療は午前中のみです。当番医は変更になる場合もありますの
　で、確認してからお出かけください。

休 日 急 患 の 診 療
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